
【表紙】  

【提出書類】 有価証券報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2024年２月28日

【事業年度】 第15期(自　2022年12月１日　至　2023年11月30日)

【会社名】 株式会社ファンドクリエーショングループ

【英訳名】 Fund Creation Group Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　田島　克洋

【本店の所在の場所】 東京都千代田区麹町一丁目４番地

【電話番号】 03-5212-5212

【事務連絡者氏名】 取締役経営企画部長　　阪本　浩司

【最寄りの連絡場所】 東京都千代田区麹町一丁目４番地

【電話番号】 03-5212-5212

【事務連絡者氏名】 取締役経営企画部長　　阪本　浩司

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

 (東京都中央区日本橋兜町２番１号)

 

 

EDINET提出書類

株式会社ファンドクリエーショングループ(E22612)

有価証券報告書

  1/108



第一部 【企業情報】

 
第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

(1) 連結経営指標等

 

回次 第11期 第12期 第13期 第14期 第15期

決算年月 2019年11月 2020年11月 2021年11月 2022年11月 2023年11月

売上高 (百万円) 1,588 1,533 2,195 1,686 4,136

経常利益 (百万円) 95 30 201 272 299

親会社株主に帰属する当期
純利益

(百万円) 82 25 152 227 183

包括利益 (百万円) 163 △61 170 205 218

純資産額 (百万円) 2,449 2,365 2,497 2,662 2,844

総資産額 (百万円) 4,017 3,747 3,276 4,584 5,670

１株当たり純資産額 (円) 65.21 62.73 66.25 70.69 75.53

１株当たり当期純利益金額 (円) 2.21 0.68 4.06 6.04 4.86

潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額

(円) 2.20 0.67 3.99 6.00 －

自己資本比率 (％) 60.8 63.0 76.1 58.1 50.2

自己資本利益率 (％) 3.5 1.1 6.3 8.8 6.7

株価収益率 (倍) 46.15 133.82 19.69 13.24 17.90

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △517 350 1,138 △1,403 524

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △41 △309 △53 △57 △295

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 564 △116 △784 1,152 474

現金及び現金同等物の
期末残高

(百万円) 898 821 1,126 828 1,535

従業員数
(人)

27 26 26 24 23
(外、平均臨時雇用者数) (－) (1) (－) (2) ( －)

 

(注) １．従業員数は就業人員(当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出

向者を含む。)であり、臨時雇用者数(パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。)は、年間の平均

人員を( )外数で記載しております。

２. 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第14期から適用しており、第

14期以降に係る主要な経営指標等については当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

３. 第15期の潜在株式調整後1株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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(2) 提出会社の経営指標等

 

回次 第11期 第12期 第13期 第14期 第15期

決算年月 2019年11月 2020年11月 2021年11月 2022年11月 2023年11月

営業収益 (百万円) 229 379 168 156 190

経常利益 (百万円) 96 250 28 13 17

当期純利益 (百万円) 108 242 45 56 48

資本金 (百万円) 1,171 1,179 1,179 1,179 1,180

発行済株式総数 (株) 37,492,371 37,649,371 37,649,371 37,668,371 37,686,371

純資産額 (百万円) 2,045 2,176 2,185 2,202 2,214

総資産額 (百万円) 2,505 2,391 2,698 2,577 2,911

１株当たり純資産額 (円) 54.40 57.74 57.96 58.48 58.82

１株当たり配当額
(円)

1.00 1.00 1.00 1.00 1.00
(うち１株当たり中間配当額) (－) (－) (－) (－) (－)

１株当たり当期純利益金額 (円) 2.89 6.46 1.22 1.51 1.30

潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額

(円) 2.88 6.34 1.20 1.50 －

自己資本比率 (％) 81.4 90.8 80.8 85.4 76.1

自己資本利益率 (％) 5.5 11.5 2.1 2.6 2.2

株価収益率 (倍) 35.29 14.10 65.71 53.10 66.92

配当性向 (％) 34.66 15.49 82.14 66.38 77.01

従業員数 (人) 5 5 5 5 6

株主総利回り (％) 86.6 78.2 69.7 70.6 77.3
(比較指標：配当込みTOPIX) (％) (104.5) (110.6) (124.1) (131.2) (161.0)

最高株価 (円) 149 159 120 94 132

最低株価 (円) 82 58 79 75 80
 

(注) １．最高株価及び最低株価は、2022年４月４日以降は東京証券取引所スタンダード市場におけるものであり、そ

れ以前は東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第14期から適用しており、第

14期以降に係る主要な経営指標等については当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

３. 第15期の潜在株式調整後1株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【沿革】

当社の沿革

 

2009年５月

 

㈱ファンドクリエーションが株式移転の方法により当社を設立

当社の普通株式をジャスダック証券取引所［現：東京証券取引所 スタンダード市場］に上場

2009年８月

 
㈱ファンドクリエーションが保有するファンドクリエーション不動産投信㈱及びファンドクリエー

ション・アール・エム㈱の全株式を取得

2009年10月 ㈱ファンドクリエーションが保有するFC Investment Ltd.の全株式を取得

2009年11月

 

㈱ファンドクリエーションが保有するFCパートナーズ㈱及び㈱FCインベストメント・アドバイザー

ズの全株式を取得

2011年５月 本社を東京都千代田区麹町一丁目４番地に移転

2011年８月 ファンドクリエーション不動産投信㈱の全株式を外部へ売却

2013年７月 東京証券取引所と大阪証券取引所の合併に伴い、東京証券取引所JASDAQ(スタンダード)に上場

2022年４月
東京証券取引所の市場区分の見直しにより、東京証券取引所JASDAQ(スタンダード)から東京証券取

引所 スタンダード市場に移行。
 

 

当社の株式移転に伴う完全子会社である㈱ファンドクリエーションの沿革

 

2002年12月 東京都港区においてファンドの開発、運用を行うことを目的に当社を設立

2003年７月 本社を東京都港区六本木六丁目15番１号に移転

2003年９月 ファンドの管理業務を行うことを目的に、FC Investment Ltd.を設立

2004年２月

 

投資法人資産運用業を行うことを目的に、FCリート・アドバイザーズ㈱(現：ファンドクリエーショ

ン不動産投信㈱)を設立

2004年６月 本社を東京都港区六本木六丁目10番１号に移転

2004年６月 証券仲介業を行うことを目的に、㈱FCインベストメント・アドバイザーズを設立

2004年７月

 

中国におけるマーケティング業務及びコンサルティング業務を行うことを目的に、上海創喜投資諮

詢有限公司を設立

2005年11月

 

企業投資を中心としたコンサルティング及びマーケティングを行うことを目的に、FCパートナーズ

㈱を設立

2006年10月 ジャスダック証券取引所［現：東京証券取引所 スタンダード市場］に株式を上場

2007年９月 不動産関連特定投資運用業を行うことを目的に、ファンドクリエーション・アール・エム㈱を設立

2008年５月

 

ファンドクリエーション・アール・エム㈱が金融商品取引業(投資運用業)の登録を内閣総理大臣よ

り受領

2011年５月 本社を東京都千代田区麹町一丁目４番地に移転
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３ 【事業の内容】

当社グループは、当社をはじめとして連結子会社９社、持分法非適用の非連結子会社１社により構成されており、

ファンドの組成・管理・運用等を行うアセットマネジメント事業、不動産物件への投資、太陽光発電設備への投資、

上場企業・未上場企業への投資、金融商品仲介業務等を行うインベストメントバンク事業を行っております。

なお、当社は特定上場会社等であります。特定上場会社等に該当することにより、インサイダー取引規制の重要事

実の軽微基準については連結ベースの数値に基づいて判断することとなります。

当社グループの事業内容や当社と主要な連結子会社の当該事業に係る位置付けは次のとおりであります(2023年11月

30日現在)。
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(1) アセットマネジメント事業

アセットマネジメント事業は、ファンド開発、不動産ファンド運用、証券ファンド運用、太陽光発電ファンド運

用、事業型ファンド運用に大別されます。

①　ファンド開発

当社グループでは、「投資家のニーズに立脚した魅力的なファンドの開発」を事業コンセプトに、国内外の不

動産、太陽光発電設備等、ベンチャー企業、アジアの新興国株、車両等の新しい投資対象を発掘するのと同時

に、個人投資家、富裕層、機関投資家等からの投資ニーズを汲み上げ、それらを当社グループの有するファンド

に関するノウハウや金融技術と組み合わせることにより、様々なファンドを投資家に提供しています。

 

　

 新規ファンドの組成に際しては、ファンド開発部門が情報収集、企画、立案、組成支援等を行います。また、

当社グループ外の弁護士・会計士・税理士等とのネットワークを活用し、法規制、税制等について検討を重ね、

投資家にとって最適なストラクチャーを決定します。
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②　不動産ファンド運用

当社グループでは、日本の不動産を収益源としたファンドを運用しております。主力商品である毎月分配型の

外国投資信託レジットにおいては、グループ会社のファンドクリエーション・アール・エム㈱が金融商品取引法

に基づく投資一任運用業者として、任意組合型不動産ファンドにおいては当社が任意組合の理事長として、不動

産クラウドファンディングにおいては、不動産特定共同事業法に基づく事業者である㈱ファンドクリエーション

が適正な運用を行っております。

当社グループが、アセットマネジメント契約を締結している特別目的会社(SPC)等の取得資産の合計額(受託資

産残高)は以下のとおりです。

 
回次

第11期
(2019年11月期)

時点 2019年２月 2019年５月 2019年８月 2019年11月

金額(百万円) 16,336 16,336 16,336 12,313
 

 
回次

第12期
(2020年11月期)

時点 2020年２月 2020年５月 2020年８月 2020年11月

金額(百万円) 12,313 12,313 12,313 11,938
 

 
回次

第13期
(2021年11月期)

時点 2021年２月 2021年５月 2021年８月 2021年11月

金額(百万円) 11,938 11,938 14,458 11,078
 

 
回次

第14期
(2022年11月期)

時点 2022年２月 2022年５月 2022年８月 2022年11月

金額(百万円) 11,078 11,078 12,278 7,742
 

 
回次

第15期
(2023年11月期)

時点 2023年２月 2023年５月 2023年８月 2023年11月

金額(百万円) 7,742 9,174 11,504 9,910
 

 
③　証券ファンド運用

当社グループにおいて管理・運用する証券ファンドは、アジア株式に投資する外国投資信託とベンチャー企業

に投資する任意組合です。

当社グループが、運用する証券ファンドの運用資産の合計額(受託資産残高)は以下のとおりです。

 

回次
第11期

(2019年11月期)

時点 2019年２月 2019年５月 2019年８月 2019年11月

金額(百万円) 4,240 3,987 3,939 3,874
 

 
回次

第12期
(2020年11月期)

時点 2020年２月 2020年５月 2020年８月 2020年11月

金額(百万円) 3,362 3,074 3,116 3,440
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回次

第13期
(2021年11月期)

時点 2021年２月 2021年５月 2021年８月 2021年11月

金額(百万円) 3,987 4,510 4,533 4,967
 

 
回次

第14期
(2022年11月期)

時点 2022年２月 2022年５月 2022年８月 2022年11月

金額(百万円) 4,920 4,780 5,049 3,817
 

 
回次

第15期
(2023年11月期)

時点 2023年２月 2023年５月 2023年８月 2023年11月

金額(百万円) 3,655 3,828 4,460 4,040
 

 
④　太陽光発電ファンド運用

当社グループでは、太陽光発電の売電を収益源とした太陽光発電ファンドを運用しております。グループ会社

の㈱ファドクリエーションが、アセットマネージャーとしてファンドの適正な運用を行っております。

当社グループが、アセットマネジメント契約を締結している特別目的会社(SPC)等の取得資産の合計額(受託資

産残高)は以下のとおりです。

 

回次
第11期

(2019年11月期)

時点 2019年２月 2019年５月 2019年８月 2019年11月

金額(百万円) 5,840 5,840 5,840 5,840
 

 
回次

第12期
(2020年11月期)

時点 2020年２月 2020年５月 2020年８月 2020年11月

金額(百万円) 5,840 5,840 5,840 5,840
 

 
回次

第13期
(2021年11月期)

時点 2021年２月 2021年５月 2021年８月 2021年11月

金額(百万円) 5,840 5,840 5,840 5,840
 

 

回次
第14期

(2022年11月期)

時点 2022年２月 2022年５月 2022年８月 2022年11月

金額(百万円) 5,840 5,840 5,840 5,840
 

 

回次
第15期

(2023年11月期)

時点 2023年２月 2023年５月 2023年８月 2023年11月

金額(百万円) 5,840 5,840 5,840 5,840
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⑤　その他事業型ファンド運用

当社グループでは、民泊等宿泊事業の宿泊売上等を収益源とした事業型ファンド、および車両リースバック事

業のリース料売上等を収益源とした事業型ファンドを運用しております。グループ会社の㈱ファドクリエーショ

ンが、アセットマネージャーとしてファンドの適正な運用を行っております。

当社グループが、アセットマネジメント契約を締結している特別目的会社(SPC)等の取得資産の合計額(受託資

産残高)は以下のとおりです。

 

回次
第11期

(2019年11月期)

時点 2019年２月 2019年５月 2019年８月 2019年11月

金額(百万円) 180 180 180 180
 

 

回次
第12期

(2020年11月期)

時点 2020年２月 2020年５月 2020年８月 2020年11月

金額(百万円) 180 180 180 180
 

 
回次

第13期
(2021年11月期)

時点 2021年２月 2021年５月 2021年８月 2021年11月

金額(百万円) 180 450 450 450
 

 
回次

第14期
(2022年11月期)

時点 2022年２月 2022年５月 2022年８月 2022年11月

金額(百万円) 450 450 450 780
 

 
回次

第15期
(2023年11月期)

時点 2023年２月 2023年５月 2023年８月 2023年11月

金額(百万円) 965 1,468 2,047 2,402
 

 
⑥　アセットマネジメント事業における売上高(営業収益)の内訳

アセットマネジメント事業における主な売上高(営業収益)は、以下のとおりであります。それぞれのファンド

のスキームによって得られる収益の構成、料率が異なっております。

 

報酬名 報酬の内容

管理報酬
外国投資信託の管理・運用業務に関する報酬で、ファンド毎に一定の料率が定
められています。

アクイジションフィー
特別目的会社(SPC)等が不動産等を取得する際に当社がSPCに提供する役務にか
かる報酬です。対象不動産等の取得価額に一定料率を乗じた金額で、アセット
マネジメント契約に基づき発生します。

ディスポジションフィー
特別目的会社(SPC)等が不動産等を売却する際に当社がSPCに提供する役務にか
かる報酬です。対象不動産等の売却価額に一定料率を乗じた金額で、アセット
マネジメント契約に基づき発生します。

アセットマネジメントフィー
特別目的会社(SPC)等が所有する不動産等の管理・保全に関する報酬です。特別
目的会社(SPC)等の保有資産額に一定料率を乗じた金額で、アセットマネジメン
ト契約に基づき発生します。
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⑦　ファンド

当社グループが管理・運用を行う主なファンドの概要は以下のとおりです。

 
不動産ファンド

ファンド名 主な投資対象 設定 特徴

FCファンド－レジット不動産
証券投資信託
 
 

日本の居住系
不動産等を収益
源とする社債等
 

2003年11月
 

１．日本の不動産を収益源とする、公募の円建て契
約型外国投資信託。

２．原則として、不動産収益の総額から費用の総額
を差し引いた額を毎月分配する。

３．東京都心のレジデンシャル物件を含む居住系賃
貸物件等の不動産を主な収益の源泉とした社債
等に投資する。

４．ブラジルレアルクラスと豪ドルクラスでは、為
替ヘッジプレミアムと為替差益の獲得が期待さ
れる。

フォレシティ門前仲町任意組合
 

レジデンシャル
物件
 

2015年４月
 
 

東京都心部のレジデンシャル物件を投資対象とした
任意組合型のファンド。安定・高入居率をもととし
た収益の確保を目指す。

フォレシティ肥後橋任意組合
 

レジデンシャル
物件
 

2015年10月
 
 

大阪中心部のレジデンシャル物件を投資対象とした
任意組合型のファンド。安定・高入居率をもととし
た収益の確保を目指す。

FC FUNDING（不動産クラウド
ファンディング）

不動産物件
 

2023年４月
 
 

不動産特定共同事業法に基づき、クラウドファン
ディングの形態で投資妙味のある物件に投資し、収
益の確保を目指す。

 

 
証券ファンド 

ファンド名 主な投資対象 設定 特徴

FC Tトラスト－海通－アイザワ
好配当利回り中国株ファンド
 
 
 
 
 
 

外国上場株式
 
 
 
 
 
 

2005年10月
 
 
 
 
 
 
 

１．香港や中国本土の証券取引所またはその他の取
引所に上場する中国関連企業が発行する株式及
び株式関連証券に投資する。

２．定期的に配当を支払うと予想される中国関連企
業の株式等から、優秀な経営陣や良好な収益
性、株主価値の重視、優れた企業統治などの点
を勘案し、銘柄の選別を行い、好利回りとなる
ようなポートフォリオを構築する。

３．魅力的な分配利回りを目指し、ポートフォリオ
全体の平均予想配当利回りと予想されるファン
ドの費用等を勘案しながら、毎月分配すること
を目指す。

フェイム－アイザワトラスト　
ベトナムファンド
 
 

外国上場株式
 
 

2006年９月
 
 
 

１．ホーチミン・ハノイ証券取引所上場株式及びベ
トナム国内の店頭登録株式等に投資し、長期的
なキャピタルゲインを追求する。

２．ベトナム国外の取引所に上場しているベトナム
関連企業が発行する株式及び株式関連証券にも
投資する。

フィリップ－アイザワトラス
ト　タイファンド
 
 
 
 

外国上場株式
 
 
 
 

2007年１月
 
 

１．主にタイで設立されまたは事業を行っている企
業により発行された上場株式、無議決権預託証
券(NVDR)等に投資する。

２．優れた中・長期のパフォーマンスの達成を目的
とし、主にグロース(成長)投資の手法を採用す
る。

３．株価や経営実績、あるいは成長において極端な
銘柄には集中投資せず、潜在的に成長が見込ま
れる企業の発行する証券等にバランス良く投資
を行う。

FC Tトラスト－海通－アイザ
ワ　中国ナンバーワンファンド
 
 
 

外国上場株式
 
 
 

2007年６月
 
 

１．主に香港、上海及び深圳の証券取引所に上場し
ている大手中国企業が発行する株式に投資す
る。

２．大手中国企業の中には、今後の中国の経済成長
につれて国際経済の舞台において重要な役割を
担う企業があるものと考えられる。こうした企
業を発掘し、投資することで中長期的に安定し
たキャピタルゲインを獲得することを目的とす
る。
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FCベンチャー企業投資任意組合 国内未上場株式 2022年８月 １．主に日本の未上場ベンチャー企業の株式に投資
する任意組合型ファンド。投資銘柄毎にファン
ドの組成を行う。成長が見込まれるベンチャー
企業に投資することで、キャピタルゲインを獲
得することを目的とする。

２．１号、２号は2022年８月に、３号は2022年９月
に、５号は2022年12月に、６号は2023年７月に
設定。

 

 

太陽光発電ファンド 

ファンド名 主な投資対象 設定 特徴

福岡川崎ソーラーファンド
福岡川崎ソーラー事業匿名組合
 

太陽光発電設備
等
 

2014年３月
 
 

再生可能エネルギーの固定価格買取制度に基づき、
ファンドが保有する太陽光発電所により発電された
電気を20年間に渡り固定価格(40円／kWh(税抜))で
電力会社に売電し、長期安定収益の確保を目指す。

福岡田川ソーラーファンド
福岡田川ソーラー事業匿名組合
 

太陽光発電設備
等
 
 

2014年10月
 
 
 

再生可能エネルギーの固定価格買取制度に基づき、
ファンドが保有する太陽光発電所により発電された
電気を20年間に渡り固定価格(36円／kWh(税抜))で
電力会社に売電し、長期安定収益の確保を目指す。

三重芸濃ソーラーファンド
三重芸濃ソーラー事業匿名組合
 

太陽光発電設備
等
 
 

2015年２月
 
 
 

再生可能エネルギーの固定価格買取制度に基づき、
ファンドが保有する太陽光発電所により発電された
電気を20年間に渡り固定価格(36円／kWh(税抜))で
電力会社に売電し、長期安定収益の確保を目指す。

栃木益子ソーラーファンド
栃木益子ソーラー事業匿名組合
 

太陽光発電設備
等
 
 

2015年３月
 
 
 

再生可能エネルギーの固定価格買取制度に基づき、
ファンドが保有する太陽光発電所により発電された
電気を20年間に渡り固定価格(36円／kWh(税抜))で
電力会社に売電し、長期安定収益の確保を目指す。

熊本明徳ソーラーファンド
熊本明徳ソーラー事業匿名組合
 

太陽光発電設備
等
 
 

2015年３月
 
 
 

再生可能エネルギーの固定価格買取制度に基づき、
ファンドが保有する太陽光発電所により発電された
電気を20年間に渡り固定価格(36円／kWh(税抜))で
電力会社に売電し、長期安定収益の確保を目指す。

福岡豊前ソーラーファンド
福岡豊前ソーラー事業匿名組合
 

太陽光発電設備
等
 
 

2015年12月
 
 
 

再生可能エネルギーの固定価格買取制度に基づき、
ファンドが保有する太陽光発電所により発電された
電気を20年間に渡り固定価格(36円／kWh(税抜))で
電力会社に売電し、長期安定収益の確保を目指す。

福島二本松ソーラーファンド
福島二本松ソーラー事業匿名
組合
 

太陽光発電設備
等
 

2016年３月
 
 

再生可能エネルギーの固定価格買取制度に基づき、
ファンドが保有する太陽光発電所により発電された
電気を20年間に渡り固定価格(40円／kWh(税抜))で
電力会社に売電し、長期安定収益の確保を目指す。

和歌山新宮ソーラーファンド
和歌山新宮ソーラー事業匿名
組合
 

太陽光発電設備
等
 
 

2016年３月
 
 

再生可能エネルギーの固定価格買取制度に基づき、
ファンドが保有する太陽光発電所により発電された
電気を20年間に渡り固定価格(36円／kWh(税抜))で
電力会社に売電し、長期安定収益の確保を目指す。

栃木那須烏山ソーラーファンド
栃木那須烏山ソーラー事業匿名
組合
 

太陽光発電設備
等
 
 

2017年３月
 
 

再生可能エネルギーの固定価格買取制度に基づき、
ファンドが保有する太陽光発電所により発電された
電気を20年間に渡り固定価格(36円／kWh(税抜))で
電力会社に売電し、長期安定収益の確保を目指す。

 

 
その他事業型ファンド

ファンド名 主な投資対象 設定 特徴

民泊等宿泊事業ファンド１号 民泊等宿泊事業 2018年６月 東京を中心とした民泊等宿泊事業を投資対象とした
匿名組合型ファンド。民泊等宿泊事業から得られる
宿泊売上等により安定的な収益の確保を目指す。

ＦＣ事業ファンド１号 住宅宿泊及びマ
ンスリーマン
ション事業

2020年11月 東京を中心とした住宅宿泊及びマンスリーマンショ
ン事業を投資対象とした匿名組合型ファンド。民泊
等宿泊事業から得られる宿泊売上等により安定的な
収益の確保を目指す。

ＦＣ車両ファンド 車両 2022年9月 トラック等の車両のリース事業を投資対象とした匿
名組合型ファンド。運送事業者等から得られるリー
ス料収入等により、安定的な収益の確保を目指す。
１号は2022年９月に、２号は2022年12月に、３号は
2023年3月に、４号は2023年５月に、５号は2023年
８月に、６号は2023年11月に設定。
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(2) インベストメントバンク事業

インベストメントバンク事業においては、不動産投資を行う不動産投資等部門、太陽光発電設備投資を行う太陽

光発電投資等部門と、株式等の証券への投資や金融商品仲介業を行う証券投資等部門があります。

①　不動産投資等部門

不動産投資等部門においては、事前に立地や採算性、収支計画、出口戦略等を詳細に検討した上で、国内外の

不動産等の取得を行います。不動産等の取得にあたっては、自己勘定で行う場合と投資対象不動産等を所有する

特別目的会社(SPC)等に対する匿名組合出資を行う場合があり、当社グループの財務状況や出資によるリスク等を

総合的に勘案した上で決定しております。取得した物件は、リースアップやデベロップメント等によりバリュー

アップを行った後、国内外のファンドや投資家等に譲渡することで売却益を得ております。

 

 
②　太陽光発電投資等部門

太陽光発電投資等部門においては、当社グループの不動産ビジネスで培ったノウハウ、交渉力、アレンジ力に

より優良案件の発掘を行い、太陽光発電設備等に投資を行います。当社グループの持つファンドに関するノウハ

ウや金融技術、当社内外の専門的な会計・税務・法務知識を駆使し、投資家のニーズを汲み上げたファンドを提

供し、また、ファンドを通じて、再生可能エネルギーの普及・拡大へ貢献していきます。

　

③　証券投資等部門

証券投資等部門においては、「中堅上場企業、優良未上場企業をターゲットとした、高度な金融ソリューショ

ンの提供」を事業コンセプトに上場企業、未上場企業に対し金融ソリューションを提供し、その対価として、株

式、新株予約権への投資機会及びコンサルティングフィー等を得ております。また、㈱FCインベストメント・ア

ドバイザーズでは、アイザワ証券㈱からの委託を受けて金融商品仲介業務を行っており、上場株式等有価証券の

売買の媒介及び当社グループにおいて組成した投資信託の募集の取扱い等を行い、取次ぎ実績に応じて仲介手数

料が計上されております。金融商品仲介業においては、金融法人、事業法人、その他法人及び富裕層を顧客とし

ております。
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４ 【関係会社の状況】
 

名称 住所
資本金
(百万円)

主要な事業
の内容
(注)１

議決権の所有
割合(％)
(注)３

関係内容

(連結子会社)      

㈱ファンドクリエーション

(注)２、６
東京都千代田区 100

アセットマネジメント事業
インベストメントバンク事業

100.0

(役員の兼務)
７人
(取引関係)
事務委託等

FC Investment Ltd.
イギリス領
ケイマン諸島

50
アセットマネジメント事業
(ファンド運営管理)

100.0

(役員の兼務)
―
(取引関係)
―

ファンドクリエーション・
アール・エム㈱

 
東京都千代田区 250

アセットマネジメント事業
(不動産関連特定投資運用業)

100.0
(20.0)

(役員の兼務)
１人
(取引関係)
―

㈱ＦＣインベストメント・ア
ドバイザーズ

(注)４
東京都千代田区 30

インベストメントバンク事業
(金融商品仲介業)

70.0

(役員の兼務)
１人
(取引関係)
経営指導料の受取

㈱ヘラクレス・プロパティー

 東京都港区 3
インベストメントバンク事業
(不動産流動化業)

100.0
(100.0)

(役員の兼務)
―
(取引関係)
―

㈱リンキンオリエント・イン
ベストメント

東京都千代田区 2
アセットマネジメント事業
(ファンド運営管理)

100.0
(100.0)

(役員の兼務)
２人
(取引関係)
―

ソーラーパワーファンド㈱ 東京都千代田区 0
インベストメントバンク事業
（太陽光発電所の売買）

 100.0
 （100.0)

（役員の兼務）
―
（取引関係）
―

湯布院塚原プロパティー(同) 大分県由布市 0
インベストメントバンク事業
(太陽光発電所の開発及び建設)

100.0
(100.0)

(役員の兼務)
―
(取引関係)
―

湯布院塚原ソーラー・エナ
ジー(同)（注）５

大分県由布市 0
インベストメントバンク事業
(太陽光発電所の開発及び建設)

―

(役員の兼務)
―
(取引関係)
―

 

(注) １．主要な事業の内容欄には、セグメントの名称を記載しております。

２．特定子会社に該当しております。

３．議決権の所有割合の下段(　)は、間接所有割合で、上段数字に含まれております。

４．債務超過会社で債務超過の額は、2023年11月末時点で△67百万円となっております。

５. 持分は有しておりませんが、実質的に支配しているため連結子会社としております。

６．㈱ファンドクリエーションについては、売上高(連結会社相互間の内部売上高を除く)の連結売上高に占める割

合が100分の10を超えております。主要な損益情報等(連結会社相互間の内部取引・債権債務相殺前)の内容は

以下のとおりであります。

㈱ファンドクリエーション     　  　　

① 売上高 3,627百万円  

② 経常利益 328百万円  

③ 当期純利益 239百万円  

④ 純資産額 1,719百万円  

⑤ 総資産額 3,746百万円  
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５ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

2023年11月30日現在

セグメントの名称 従業員数(人)

アセットマネジメント事業
  

6 (―)

インベストメントバンク事業
  
10 (―)

全社(共通)
  

7 (―)

合計
  
23 (―)

 

(注) １．従業員数は就業人員(当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの　

出向者を含む。)であり、臨時雇用者数(パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む)は、年間の平均

人員を(　)外数で記載しております。

２．全社(共通)として、記載されている従業員数は、特定のセグメントに区分できない管理部門に所属している

ものであります。

 

(2) 提出会社の状況

2023年11月30日現在

従業員数(人) 平均年齢 平均勤続年数 平均年間給与(円)

6 50歳7ヶ月 4年3ヶ月 10,412,080
 

　

セグメントの名称 従業員数(人)

アセットマネジメント事業
  
― (―)

インベストメントバンク事業
　  
― (―)

全社(共通)
  

6 (―)

合計
  

6 (―)
 

(注) １．従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者数(パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む)は、年間の

平均人員を(　)外数で記載しております。

２．従業員数は、当社グループ会社からの兼務者を記載しております。

３．平均年間給与は、連結子会社から支給された年間の給与、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

 

(3) 労働組合の状況

労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において、当社グループが判断したものであります。

 
(1) 経営方針

当社グループの事業は、ファンド組成・管理・運用を行うアセットマネジメント事業及び不動産物件への投資、

太陽光発電設備等への投資、有価証券の売買、上場企業・未上場企業への投資、金融商品仲介業務等を行うインベ

ストメントバンク事業から構成されております。これらの事業を通じて、当社グループは顧客ニーズを汲み上げ、

既存の金融商品に縛られない新しいアセットや事業機会といった投資対象を、社内外に有する金融・法務・税務・

会計等のノウハウを活用して商品化し、顧客に提供してまいります。

 
(2) 目標とする経営指標

当社グループは、アセットマネジメント事業におけるファンド運用資産残高及び不動産、太陽光発電設備、車両

等の受託資産残高の積み上げを重要な経営指標のひとつとして位置付けております。2023年11月期における当社グ

ループのファンド運用資産残高は210億円、不動産等の受託資産残高は181億円となっており、不動産等の受託資産

残高のうち、太陽光発電設備等が58億円、車両等が19億円であります。今後は多様な投資アセットを対象とした新

規ファンドを開発・組成すること等により、これらの残高を拡大することでアセットマネジメント事業からの安定

的な収益を確保し、経営基盤の強化に努める方針です。

 
(3) 経営環境及び対処すべき課題

当社グループは、アセットマネジメント事業とインベストメント事業の推進及び両事業のシナジーを図ることに

より、株主、投資家、顧客をはじめとするステークホルダーの方々に必要とされる企業として、永続的に成長して

いくことを目指しております。

これを実現するため、当社グループが取り組む事項は下記の通りです。

①　ファンド運用資産残高等の拡大と新規事業による収益基盤の構築

当社グループは、アセットマネジメント業務における様々な経験・実績を活かして、不動産等受託資産残高の

拡大と新規ファンドの受託により安定収益を積み上げ、アセットマネジメント事業の収益基盤の拡充に取り組ん

でまいります。また、太陽光発電ファンド事業においては、引き続き優良案件の開発・発掘を行っていくほか、

車両ファンド事業においても、運用資産残高の更なる拡大に注力してまいります。加えて、新たな投資アセット

を対象としたファンドの開発・組成を行うことにより、より強固な収益基盤の構築を行ってまいります。

 
②　事業基盤の拡充

当社グループは、既存事業を拡大するとともに、新たな市場の開拓に向けて事業ポートフォリオを充実させ、

事業基盤をより強固なものへと拡充していくことに取り組んでおります。既存事業による安定的な収益を確保し

つつ、シナジー効果やリスク分散効果を狙いながら複数の新規事業に積極的に投資することやＭ＆Ａ等を実施す

ることにより、事業基盤の拡充に努めてまいります。

 
③　金融機関との関係強化について

当社グループは、これまで取引金融機関とは良好な関係を構築してまいりました。今後も、不動産投資や太陽

光発電の設備開発、新たな事業展開等を積極的に進めていく上で、資金需要の増加が見込まれるため、機敏な資

金調達が行えるように取引金融機関の新規開拓に加え、取引金融機関とより強固な関係を築いていく方針であり

ます。

 
④　提携先との関係強化について

当社グループは、これまでに証券会社や金融機関、税理士法人グループと良好な関係を築き、営業力の強化に

努めてまいりました。今後は、提携先との更なる連携を進め、富裕層や優良未上場企業などを対象とした販売

ルートの拡大と販売力の向上を目指してまいります。また、投資対象となる案件や商材の発掘・仕入れにおいて

も、提携先との関係を一層強化し、より効果的な戦略を展開してまいります。
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⑤　人材の確保・育成について

当社グループは、2023年11月30日現在、役職員39名（当社グループから当社グループ外への出向者を除き、派

遣社員含む。社外取締役及び社外監査役を含む）と少人数である一方で、各人が営む業務は、いずれも専門的知

識と多くの経験を必要としており、それらのスキルを持つ人材の確保・育成が当社グループの経営上の重要な課

題であります。今後の業容の拡大に向けて、専門性の高い人材の確保に努めるとともに、定期的な新卒の採用に

よる若手人材の育成にも努めていく方針であります。

 
２ 【サステナビリティに関する考え方及び取組】

　当社グループのサステナビリティに関する考えたおよび取り組みは、次の通りであります。

　なお、文中の将来に関する事項は、本書提出日現在において当社が判断したものであります。

 
（1）ガバナンス

当社グループのガバナンス体制は「第４ 提出会社の状況 ４ コーポレート・ガバナンスの状況等（1）コーポ

レート・ガバナンスの概要」に記載のとおりです。サステナビリティに関するリスク及び機会の把握・管理につい

ても同様の体制で行っております。

 

（2）戦略

 当社グループは、社会・環境問題をはじめとするサステナビリティを巡る課題を重要な経営課題と位置づけ、持

続可能な社会の創造に向け、特に環境問題に積極的に取り組み、豊かで健康的な社会の環境づくりに貢献してまい

ります。事業を通じた貢献を目指す、サステナビリティに関する具体的なゴールは、当社ウェブサイトに掲載して

おります「2023年11月期 決算説明会資料（17頁）」に記載の通りであります。

（人材の育成に関する方針、取り組み）

当社グループは、企業価値向上のため、経営において多様な人材の能力や特性を活かすダイバーシティ経営を重

視しており、まず採用段階で多様な経験・技能・バックグラウンドを持つ人材を確保することを方針としておりま

す。

育成については、多様な人材を採用した上で、OJTとして業務を通じて必要なスキル、知識を培っていくことを方

針としております。加えて、定期的な研修の実施、資格取得の奨励・補助を行うことで、当社グループが営む事業

で必要とされる職業倫理・コンプライアンス意識と、高度な専門性をもった人材の育成に取り組んでおります。

 

（3）リスク管理

当社グループでは、リスクを適切にコントロールするため、平常時のリスクマネジメント推進体制について「リ

スクマネジメント基本規程」を定め、必要に応じて弁護士・監査法人・顧問税理士等の外部機関より適宜アドバイ

スをいただく体制も構築し、リスクの把握、統制に努めております。

また、緊急時の危機管理体制としては「危機管理基本規程」を定め、当社の経営に重大な影響を与える不測の事

態が発生した場合は、迅速に必要な初期対応を行い、損害・影響等を最小限に留める体制を整えております。

 

（4）指標及び目標

事業を通じたサステナビリティに関する取り組みについて、定量的な目標は定めておりませんが、上記の戦略に

基づき、豊かで健康的な社会の環境づくりに貢献してまいります。注力しております環境問題への取り組みについ

ては、事業を通じたCO2の削減効果を一つの定量的な指標として、取り組みの成果を測定しております。また、ダイ

バーシティ経営を実践するための人材に関する取り組みについては、下記の通り目標を定めております。

（多様な人材の確保に関する指標、目標並びに実績）

ダイバーシティ経営の実践のために、多様な人材の確保が必要と考えているものの、当社グループは少人数

（2023年11月期末の役職員39名）の組織のため、必ずしも画一的な目標を定めるべきとは考えておりません。ただ

し、当社または子会社にて取締役または部門長職に就いている役職員における女性の比率を指標とし、当該指標が

10%以上の状況を維持することを、現時点での目標として定めております。なお、現時点では当該指標は33%となっ

ております。

また、現時点で当社の役員の33%、当社および子会社の従業員の35%が女性となっており、一定の多様性を確保出

来ていると考えております。
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３ 【事業等のリスク】

以下において、当社グループの事業リスク要因となる可能性が考えられる主な事項を記載しております。

また、当社グループとして、必ずしも事業上のリスクとして考えていない事項につきましても、投資家の判断に重

要な影響を及ぼす可能性のある事項については、積極的な情報開示の観点から以下に開示しております。なお、文中

に記載している将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであります。

 
①　当社グループを取り巻く経営環境について

イ．外部環境の変化について

当社グループの事業は、金利動向、不動産市況の変動及び法改正等、経済情勢等の外部環境の影響を強く受け

る面があり、また、当社グループが組成する金融商品への投資家ニーズが継続する保証はありません。今後の経

済情勢や外部環境あるいは投資家ニーズの変化に対して、当社グループが十分に対応できなかった場合には、当

社グループの経営成績に影響を及ぼす可能性は相応にあるものと認識しております。

当社グループでは、金利動向、不動産市況の変動及び法改正等、経済情勢等の影響により、当該リスクが顕在

化する可能性は相応にあるものと認識しております。また、投資家の資金運用ニーズは多様化し続けていくもの

と認識しております。

当社グループといたしましては、それら外部環境の変化や多様化する投資家のニーズの変化に対応するため、

今後も変化に対応した新たなファンド等の開発していくことにより、に当該リスクの低減取り組んでいく方針で

あります。

 
ロ．競合について

当社グループは、様々なアセットを投資対象とする投資信託等を組成し管理・運用するアセットマネジメント

事業及び自己の勘定によって不動産、太陽光発電設備や企業等に投資するインベストメントバンク事業を展開し

ております。それぞれの事業について、以下の事項が想定されます。

 ａ．アセットマネジメント事業について　

　当社グループが行うアセットマネジメント事業においては、大手銀行や金融商品取引業者を中核とした金融

グループに属するアセットマネジメント会社や、不動産等の特定の業務に特化したブティック型(専門型)のア

セットマネジメント会社等が競合相手として挙げられます。また、当業界では、金融技術の発展や法改正を含

む業界環境の変化のスピードが速く、環境変化等に対する速やかな対応ができない場合には、当社グループの

商品開発力等が他社に比べ劣後することにより、当社グループの経営成績に影響を及ぼす可能性は相応にある

ものと認識しております。

当社グループといたしましては、当社グループは比較的小規模であり、それぞれ特色あるファンドに限定し

て取り組むとともに、必要に応じた人材の確保あるいは外部の専門家の活用によって、投資家のニーズに対応

していく点に特色があるものと認識しており、そうした特色を活かした事業活動を今後も継続することで当該

リスクの低減に取り組んでまいります。

 
ｂ．インベストメントバンク事業について

　当社グループが行うインベストメントバンク事業は、不動産、太陽光発電設備等への投資や開発、株式等の

有価証券への投資が主な内容であり、競合・新規参入等が増加し、案件の獲得競争が激化した場合には、当社

グループの経営成績に影響を及ぼす可能性が相応にあるものと認識しております。

当該リスクに対しましては、当社グループは、創業以来グループ各社が培ってきたソーシング力を活かして

独自の案件を発掘してきた点に特色があるものと認識しており、そうした特色を活かした事業活動を今後も継

続することで、当該リスクの低減に取り組んでまいります。

 
②　当社グループの事業特有のリスクについて

イ．アセットマネジメント事業

ａ．不動産ファンドへの依存について

しかしながら、現状のアセットマネジメント事業における売上高は不動産ファンドに大きく依存しており、

不動産市場が急激に変動した場合や、当社グループに悪影響を及ぼす市場動向が起こった場合には、当社グ

ループの経営成績に影響を及ぼす可能性は相応にあるものと認識しております。

当社グループといたしましては、これまでも「投資家のニーズに立脚した魅力的なファンドの開発」を事業

コンセプトに、新しい投資対象、新しい事業機会を発掘し、金融技術や社内外のプロフェッショナルな人材及

びノウハウを活用し、様々なファンドを投資家に提供しております。アセットマネジメント事業においては、

特定の投資対象に限定せず、投資家のニーズに合った新たな金融商品の開発に取り組んでおります。これまで

も国内外の不動産、太陽光発電設備、上場株式及び未上場株式等を投資対象とするファンドを組成し管理・運
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用を行ってまいりましたが、当該リスクに対しましては、今後も投資対象を幅広く選定し、特定の市場動向か

ら受ける影響を低く抑えていく方針であります。

 
ｂ．アイザワ証券㈱との取引関係について

当社グループが管理・運用する各ファンドについては、アイザワ証券㈱の募集によるものが一定の割合を占

めております。何らかの理由により同社の当社グループとの関係に関する方針が変更され、同社との取引が減

少した場合、あるいは同社との取引関係が継続できなくなった場合には、当社グループの事業活動及び経営成

績に影響を及ぼす可能性が相応にあるものと認識しております。

当社グループといたしましては、今後、さらなる新規の販路の拡大に努める一方で、引き続き同社との関係

の緊密化も図ってまいることで、当該リスクの低減に取り組んでまいります。

 
ｃ．特定のファンドへの依存について

当社グループでは、2023年11月期における「レジット」から派生的に発生する報酬等のアセットマネジメン

ト事業に占める割合は30.84％となっており、不動産市場や経済動向等の何らかの理由により「レジット」から

発生する報酬等が減少した場合、当社グループにおけるアセットマネジメント事業の経営成績に影響を及ぼす

可能性が相応にあるものと認識しております。

当社グループといたしましては、多様なアセットを投資対象とした新たなファンドの組成等により収益源の

分散化し、「レジット」から発生する報酬等のアセットマネジメント事業全体の収益に占める割合を低減する

ことで、当該リスクの低減に努めてまいります。

 
ｄ．一時的な収益への依存について

当社グループの主力商品である「レジット」から派生的に発生する報酬等には、アクイジションフィー、

ディスポジションフィー等が含まれます。アクイジションフィー、ディスポジションフィー等は不動産等を所

有する特別目的会社(SPC)等が不動産等を取得又は売却する際に発生する一時的な報酬であり、継続的には発生

いたしません。従って、各SPC等による不動産等の取得や売却が発生しなかった場合には、当社グループの経営

成績に影響を及ぼす可能性が相応にあるものと認識しております。

当社グループといたしましては、多様なアセットを投資対象とした新たなファンドの組成等により、ファン

ド運用資産残高、不動産等受託資産残高を積み上げ安定的なアセットマネジメントフィーを増加させることに

より、一時的な収益の比率と影響度を抑え、当該リスクの低減に努めてまいります。

 
ロ．インベストメントバンク事業

ａ．不動産投資等部門について

不動産投資等部門での不動産等への投資を行う場合においては、当該投資物件における権利、地盤、地質、

構造等に関して欠陥・契約不適合等のリスクがある場合や、不動産市況の変化、地震等の不可抗力を起因とし

て期待通りのリターンを得られない場合、投資資金が回収できなかった場合、当社グループの経営成績及び財

政状況に影響を及ぼす可能性があります。また、当社グループが行う不動産開発においては、設計会社、建設

会社等の一定の技術を有する第三者と協業して業務を行うため、当社グループの役員及び使用人が直接業務を

行う場合を除き、開発コスト上昇や工事の不備、工期遅れなど外的要因の影響を受けることにより、当社グ

ループの経営成績に影響を及ぼす可能性が相応にあるものと認識しております。

当社グループといたしましては、不動産等への投資を行う場合には、主に匿名組合出資を通じて投資を行う

ことによりリスクを出資額に限定し、また、不動産開発においては管理会社と契約することにより開発コスト

や工期管理を行うなど、当該リスクの低減に努めております。

 
ｂ．太陽光発電投資等部門について

太陽光発電投資等部門においては、政府による再生可能エネルギー法及び関連法制度等の法的規制を受けて

いることから、政府の諸事情によりこれらの法制度が変更され、固定買取価格制度等が変更された場合、当社

グループが管理するファンドの組成・運営に影響を及ぼす可能性が相応にあるものと認識しております。

当社グループといたしましては、各種法規制について常に最新情報を取得・検討し、当社グループが管理す

るファンドの組成・運営への影響への評価を行い対処することにより、当該リスクの低減に努めております。

 
ｃ．証券投資等部門について

証券投資等部門においては、「中堅上場企業、優良未上場企業をターゲットとした高度な金融ソリューショ

ンの提供」を事業コンセプトに、上場企業、未上場企業等に対する投資を行っております。しかしながら、中

堅上場企業については当該企業の業績や株式市場の動向等によって当該企業の株価が下落した場合、また、未

上場企業については株式上場準備が計画どおり進展しなかった場合あるいは上場時の株価が投資時に想定した
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株価を大きく下回る場合、当社グループが想定したリターンを得られないことにより、当社グループの経営成

績及び財政状況に影響を及ぼす可能性が相応にあるものと認識しております。

当社グループといたしましては、投資先企業の業績や株式市場の動向について常に最新情報を取得・検討す

るとともに、投資先企業に対しては資金面に限らない各種ソリューションを提供し、投資先企業の成長を図る

ことにより、当該リスクの低減に努めております。

 
ｄ．金融商品仲介業について

当社グループが行う金融商品仲介業は、多くの機関投資家及び個人投資家とのコネクションを活かし、それ

ら機関投資家及び個人投資家を直接顧客として有価証券の売買の仲介等を行うものであります。このように、

直接顧客と接することから、法令の遵守に特に留意する必要があり、不測の事態により法令を遵守できなかっ

た場合には、他の事業を含めて当社グループ全体の信用を損ない、当社グループの経営成績に影響を及ぼす可

能性が相応にあるものと認識しております。

当社グループでは、グループの役職員を対象に定期的なコンプライアンス研修を実施しており、法令順守・

コンプライアンスを徹底することにより、当該リスクの低減に努めております。

 
③　新規事業の開発等について

当社グループでは、今後も引き続き、積極的に新規事業の開発、既存事業の拡大に取り組んでまいりますが、こ

れらの開発等に係る各種の進捗の遅れや当社グループのコントロールの及ばない法的規制、市場環境の変化等に

よって新規事業の展開が計画どおりに進まない場合には投資を回収できず、当社グループの業績及び財政状態に影

響を及ぼす可能性が相応にあるものと認識しております。

当社グループといたしましては、各種法規制や市場環境の変化について最新情報を取得・検討し、当社グループ

が計画する新規事業へ与える影響を評価するとともに、新規事業の開発・展開に当たっては必要に応じて適切に計

画を修正していくことにより、当該リスクの低減に努めております。

 
④　法的規制について

当社グループの主要事業であるアセットマネジメント事業及びインベストメントバンク事業は、各種の法令や業

界団体による自主規制ルールによる規制を受けております。また、当社グループや投資先等が海外に存在する場合

は、それぞれの国又は地域での法令及び規制を遵守する必要があります。

以下の法的規制は、当社グループの業務を規制し、また、現在は直接規制の対象となっていなくとも、今後の法

改正や当社グループの業務範囲の拡大等によっては、新たに法的規制の根拠となる可能性があります。将来におけ

る法律、規則、政策、実務慣行、法改正及びその他の政策の変更による影響（種類・内容・程度等）を予測するこ

とは困難であり、当社がコントロールしうるものではありません。当社グループは現時点の規制に従って業務を遂

行しておりますが、そうした改正、変更等が有った場合には、当社グループの業務運営や経営成績等に影響を及ぼ

す可能性が相応にあるものと認識しております。

現時点で想定される主な法的規制には、以下のものが挙げられます。

 「金融商品取引法」「資産の流動化に関する法律」「不動産特定共同事業法」「金融商品の販売等に関する法律」

 「投資信託及び投資法人に関する法律」「信託業法」「宅地建物取引業法」「建築基準法」「都市計画法」

 「貸金業法」「出資の受入れ、預り金及び金利等の取締りに関する法律」

当社グループが取得している主な許可・認可・登録は以下のとおりであり、これらの各種許認可等の取消事由等

に該当する何らかの問題が生じた場合には、業務停止命令や許認可等の取消処分を受ける可能性があります。

当社グループといたしましては、グループの役職員を対象に定期的なコンプライアンス研修を実施し、法令順

守・コンプライアンスを徹底し、各種許認可等の取消事由の発生を未然に防止することにより、当該リスクの低減

に努めております。
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許認可等の名称 会社名 許認可(登録)番号 有効期間

 宅地建物取引業免許

㈱ファンドクリエーション
東京都知事

(4)第83523号

2019.９.４～

2024.９.３

ファンドクリエーション・

アール・エム㈱

東京都知事

(4)第88602号

2022.12.15～

2027.12.14

㈱ ヘ ラ ク レ ス ・ プ ロ パ

ティー

東京都知事

(4)第86401号

2021.９.２～

2026.９.１

金融商品取引業登録(第二種金融商品
取引業、投資助言・代理業)

㈱ファンドクリエーション
関東財務局長

(金商)第998号
―

投資運用業登録
ファンドクリエーション・

アール・エム㈱

関東財務局長

(金商)第1867号
―

総合不動産投資顧問業登録
ファンドクリエーション・

アール・エム㈱

国土交通省

総合　第44号
―

金融商品仲介業登録
㈱FCインベストメント・
アドバイザーズ

関東財務局長

(金仲)第38号
―

貸金業法登録 ㈱ファンドクリエーション
東京都知事

(７)第29293号

2023.４.27～

2026.４.27

不動産特定共同事業許可 ㈱ファンドクリエーション 東京都知事第104号 ―
 

 
⑤　当社グループの業績推移等について

当社グループにおけるインベストメントバンク事業は、保有不動産の販売の有無により、売上高の構成内容、構

成比率、利益率が大きく変動します。したがって、過年度の財政状態や経営成績は、今後の当社グループの業績を

判断するのに不十分な面があります。

最近の連結業績等の推移は下表のとおりであり、また、セグメントの売上高及び営業利益については、「第５　

経理の状況　１. 連結財務諸表等(1)」の「注記事項(セグメント情報等)」をご参照ください。

 
2019年
11月期

2020年
11月期

2021年
11月期

2022年
11月期

2023年
11月期

(連結)      

売上高 (百万円) 1,588 1,533 2,195 1,686 4,136

経常利益 (百万円) 95 30 201 272 299

親会社株主に帰属する当期純利益
　(百万円)

82 25 152 227 183

純資産額 (百万円) 2,449 2,365 2,497 2,662 2,844

総資産額 (百万円) 4,017 3,747 3,276 4,584 5,670

(単体)      

営業収益 (百万円) 229 379 168 156 190

経常利益 (百万円) 96 250 28 13 17

当期純利益 (百万円) 108 242 45 56 48

純資産額 (百万円) 2,045 2,176 2,185 2,202 2,214

総資産額 (百万円) 2,505 2,391 2,698 2,577 2,911
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 ⑥　棚卸資産の評価について

当社グループでは、棚卸資産の時価が取得原価を下回る場合には、「棚卸資産の評価に関する会計基準」に則り

評価損を計上することとしております。今後、市場環境の悪化などにより、棚卸資産の時価が大きく下落した場

合、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性が相応にあるものと認識しております。

当社グループといたしましては、適宜市場環境の変化を注視し適切な対処に努めるとともに、会計基準に則した

適切な財務諸表の作成と開示に努めてまいります。

 
⑦　連結の範囲決定に関する事項について

当社グループは、従来より各特定目的会社(SPC)及びファンド等の連結範囲については「連結財務諸表における子

会社及び関連会社の範囲の決定に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第22号)、「一定の特別目的会社に係る

開示に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第15号)、「投資事業組合に対する支配力基準及び影響力基準の適

用に関する実務上の取扱い」(実務対応報告第20号)等の基準及び取扱い等に従い、各特定目的会社(SPC)及びファン

ド等の契約内容やスキームを踏まえ、個別に支配力及び影響力を検討した上で決定しております。今後、これらの

基準及び取扱い等の改正や新たな会計基準の制定、実務指針等の公表により、当社が採用している連結範囲の決定

方針と大きく異なる会計慣行が確立された場合には、当社の連結範囲の決定方針に大きな変更が生じ、当社グルー

プの業績及び財政状態に影響を及ぼす可能性が相応にあるものと認識しております。

当社グループといたしましては、会計基準や実務指針等について常に最新情報を取得・検討し、当社グループの

業績及び財政状態への影響を評価するとともに、会計基準や実務指針等に則した適切な財務諸表の作成と開示に努

めてまいります。

 
⑧　当社グループの事業体制について

イ．小規模組織であることについて

当社グループは、2023年11月30日現在、従業員23名(当社グループから当社グループ外への出向者を除き、派遣

社員含む)と少人数であり、内部管理体制も当該組織規模に応じたものとなっております。今後も、事業規模に適

合した組織的な内部管理体制の充実を図る方針ではありますが、必要となる人員が想定どおりに確保できず社内

管理体制の充実が円滑に進まなかった場合には、当社グループの事業活動及び経営成績に影響を及ぼす可能性が

相応にあるものと認識しております。

当社グループといたしましては、少人数体制での効率的な業務運営を図っております。また、定期的な新卒採

用と必要に応じて専門知識を有する人材の適宜採用及び新卒・中途入社の人材への継続した教育・育成により、

当該リスクの低減に努めております。

ロ．特定の人物への依存リスクについて

当社グループは、代表取締役社長田島克洋が2002年12月に当社子会社である㈱ファンドクリエーションを創業

し、現在まで当社グループの経営に携わり業容を拡大させてまいりました。現在も、同氏は顧客獲得のための

マーケティングや商品開発等に深く関与し、また、経営トップとして当社グループの統轄しております。現時点

においては、何らかの理由により同氏が退職もしくは業務遂行が困難になる事態が生じた場合、当社グループの

事業活動及び経営成績に影響を及ぼす可能性が相応にあるものと認識しております。

当社グループといたしましては、これまでも経営体制の強化を図り、同氏への過度な依存を改善すべく体制整

備を進めてまいりましたが、今後についても体制整備を推進し、当該リスクの低減に努めてまいります。

 
 ⑨　人材の確保・育成について

当社グループが営む業務は、いずれも専門的知識と多くの経験を必要としており、それらのスキルを持つ人材の

確保・育成が当社グループの経営上の重要な課題であると認識しております。しかしながら、想定どおり人材の確

保・育成が進まなかった場合には、当社グループの今後の事業の拡大に影響を及ぼす可能性が相応にあるものと認

識しております。また、人材の確保・育成が順調に行われた場合でも、採用費、人件費等のコスト負担が増加する

場合、当社グループの経営成績に影響を及ぼす可能性が相応にあるものと認識しております。

当社グループといたしましては、定期的な新卒採用と必要に応じて専門知識を有する人材の適宜採用及び新卒・

中途入社の人材への継続した教育・育成により、当該リスクの低減に努めております。また、コスト負担の増加に

ついては、当社グループの業務運営に必要な適切な人員数を把握し適切な人員配置を行うこと、それにより業務運

営の効率化を図ることにより、当該リスクの低減に努めてまいります。

 
⑩　事業資金の資金調達について
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当社グループは、事業資金は主に金融機関からの借入金によっております。今後、何らかの理由により借入条件

に抵触したりまたは制限が付与されるなどにより新規の調達等が計画どおり実施できなかった場合、あるいは金融

情勢等の変化により金利水準が大きく上昇した場合には、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可

能性が相応にあるものと認識しております。

当社グループといたしましては、これまでと同様に取引金融機関とは良好な関係を維持することにより、また、

同時に事業資金の調達先の多様化を図ることにより、当該リスクの低減に努めてまいります。

 
⑪　コンプライアンスの徹底について

当社グループが営む業務には、様々な法的規制や業界団体による自主規制ルールがあり、これらを企業として遵

守することのみならず、役職員一人一人に高いモラルが求められているものと考えております。役職員による不祥

事等が発生した場合、当社グループに対するイメージ、レピュテーション(評判・風評)が失墜し、当社グループの

事業活動及び経営成績に重大な影響を及ぼす可能性が相応にあるものと認識しております。

当社グループでは、役職員に対する定期的なコンプライアンス研修等を通じてコンプライアンスの徹底を図って

おり、当該リスクの低減に努めております。

 
⑫　個人情報保護について

当社グループは業務上、投資家や当社グループにおいてアセットマネジメントを行う物件の入居者の個人情報を

保有しております。不測の事態により個人情報の漏洩等があった場合には、当社グループへの損害賠償の請求や信

用及びレピュテーションが低下し、事業活動及び経営成績等に影響を及ぼす可能性が相応にあるものと認識してお

ります。

当社グループでは、内部の情報管理体制の整備等により個人情報保護に注力するほか、役職員に対する定期的な

コンプライアンス研修等を通じてコンプライアンスの徹底を図っており、当該リスクの低減に努めております。

 
 ⑬　不測の事故、災害の発生及び感染症に関するリスクについて

当社及び当社グループ会社の多くは同一建物内に所在しており、当該建物に不測の事故や災害、通信障害等が発

生した場合、あるいは広域にわたる自然災害、情報・通信システム、電力供給等のインフラストラクチャーの障害

が発生した場合には、当社グループの事業活動及び経営成績に影響を及ぼす可能性が相応にあるものと認識してお

ります。

当社グループでは、不測の事故、災害の発生時を想定した危機管理規程、リスク管理規程等を策定し、不測の事

態が生じた際の対処について定めるとともに、各グループの役職員に周知徹底することにより、当該リスクの低減

に努めております。

 
 ⑭　訴訟等に関するリスクについて

当社グループは、国内外の事業に関して、訴訟、紛争、その他の法的手続きの対象となるリスクがあります。有

価証券報告書の提出日現在において、当社グループの事業に重要な影響を及ぼす訴訟は提起されておりませんが、

将来、重大な訴訟等が提起された場合には、その内容や結果等によっては、当社グループの経営成績及び財政状態

に重大な影響を及ぼす可能性があります。
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４ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(業績等の概要)

(1) 経営成績に関する分析

当連結会計年度(2022年12月１日～2023年11月30日)における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症対策の各

種規制の緩和、訪日外国人観光客の受け入れの本格的な再開などにより、社会経済の活動が正常化しております。

一方で、米国を始めとした世界的な利上げなどにより、金融市場の環境は大きく変動しております。加えて物価の

上昇によるコスト高や為替相場の変動が続いており、今後の経済動向には留意する必要があります。

　当社グループの主要事業が属する不動産業界では、引き続き投資家の物件取得意欲は高い状況にあり、国内外の

投資家による活発な物件の売買が行われています。一方で、日本を含めた主要国の金融政策の見通しは困難な状況

となっており、今後の新規物件の取得にあたっては、物件価格と収益性のバランスを慎重に検討することが必要と

なってきております。

　また、太陽光発電業界におきましては、長期間にわたって安定した売電収入が期待できる点、現在の良好な資金

調達環境などによる利回り商品としての需要拡大に加えて、政府のグリーン成長戦略の推進等による後押しもあ

り、今後も市場の拡大が期待されております。

　運送業界では中小・零細の物流事業者の財務改善、資金調達のニーズが高水準で推移しており、当社グループが

展開するトラックのリースバックは需要の拡大が見込まれます。

こうした状況の下、アセットマネジメント事業においては、引き続きファンド運用資産残高、不動産等受託資産

残高の増加に向けて、新たに投資家ニーズに適合した魅力的な商品開発を進めております。当期においては特に運

送事業用トラックを投資対象とするファンドの組成に注力した結果、「ＦＣ車両ファンド」は２～６号ファンドを

設定し、運用資産残高が1,622百万円増加いたしました。また、「ＦＣベンチャー企業投資任意組合」は５号ファン

ド、６号ファンドを設定いたしました。

　インベストメントバンク事業においては、当期において国内不動産４物件を売却いたしました。車両リースバッ

ク事業においては、運送事業者からのトラックの取得に注力し、当期において1,582百万円のリースバック車両を取

得いたしました。

以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高4,136百万円(前期比145.3％増)、営業利益350百万円(前期比

23.7％増)、経常利益299百万円(前期比10.1％増)、親会社株主に帰属する当期純利益183百万円(前期比19.5％減)と

なりました。

 
　セグメント別の業績は以下の通りであり、売上高についてはセグメント間の内部売上高又は振替高を除いた売上

高で表示しております。

 
＜アセットマネジメント事業＞

　当連結会計年度末において、当社グループが運用するファンド運用資産残高は210億円(一部円換算US$1.00＝

147.07円)、当社グループがアセットマネジメント業務を受託している不動産ファンド及び太陽光発電ファンド

等の受託資産残高は181億円となりました。

　不動産ファンドにつきましては、アセットマネジメントフィー及びファンド管理報酬等を計上いたしました。

証券ファンドにつきましては、外国投資信託の管理報酬等を計上いたしました。また、事業型ファンドにつきま

してもアセットマネジメントフィー等を計上いたしました。この結果、アセットマネジメント事業は、売上高

874百万円（前期比5.2％増）、営業利益398百万円（前期比9.0％減）となりました。

 
＜インベストメントバンク事業＞

　不動産投資事業では、国内不動産の売却、保有不動産からの賃料収入を計上いたしました。また、車両リース

バック事業においては、車両の売却、リース収入を計上しました。この結果、インベストメントバンク事業は、

売上高3,262百万円（前期比281.8％増）、営業利益268百万円（前期比113.7％増）となりました。
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(2) キャッシュ・フロー

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」といいます。)は、前連結会計年度末に比べ707百万

円増加し、1,535百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。

 
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動により獲得した資金は、524百万円となりました。税金等調整前当期純利益298百万円、前渡金の減少

額204百万円等による資金増加等が主な要因であります。

 
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動により使用した資金は、295百万円となりました。短期貸付の増減等が資金減少の主な要因でありま

す。

 
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により獲得した資金は、474百万円となりました。借入金の増加に加え、社債の発行により300百万円

の貸金が増加したことが主な要因であります。
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(生産、受注及び販売の状況)

(1) 生産実績、仕入実績及び受注実績

グループの提供するサービスは生産・仕入・受注活動を伴わないため、記載を省略しております。なお、インベ

ストメントバンク事業の売上高が前連結会計年度と比較して大幅に増えた要因は、不動産の物件売却数が前連結会

計年度の１物件から当連結会計年度は４物件に増加したことと、前連結会計年度から取り組んでいる車両リース

バック事業における車両売却売上が当連結会計年度から大幅に増加したことの２点が大きな要因となります。

 
(2) 販売実績

当連結会計年度の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当連結会計年度

(自　2022年12月１日
至　2023年11月30日)

前年同期比(％)

アセットマネジメント事業(百万円) 874 105.2

インベストメントバンク事業(百万円) 3,262 381.8

合計(百万円) 4,136 245.3
 

(注) １．セグメント間の取引は相殺しております。

２．最近２連結会計年度における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のと

おりであります。

相手先

前連結会計年度
(自　2021年12月１日
至　2022年11月30日)

当連結会計年度
(自　2022年12月１日
至　2023年11月30日)

金額
(百万円)

割合(％)
金額

(百万円)
割合(％)

ジャスパー・プロパティー特定目的会
社

476 28.3 － －

植松商事㈱ 330 19.6 － －

㈱平河町オートリース 320 19.0 － －

㈱平河町オートリースベータ － － 485 11.7

㈱平河町オートリースガンマ － － 477 11.5

㈱麹町ファーストリース － － 443 10.7
 

３．インベストメントバンク事業の売上高が前連結会計年度と比較して大幅に増えた要因は、不動産の物件売却

数が前連結会計年度の１物件から当連結会計年度は４物件に増加したことと、前連結会計年度から取り組ん

でいる車両リースバック事業における車両売却売上が当連結会計年度から大幅に増加したことの２点が大き

な要因となります。

 
(3) ファンド資産残高の状況

①　不動産ファンドの運用資産残高

 

前連結会計年度
(自　2021年12月１日
至　2022年11月30日)

当連結会計年度
(自　2022年12月１日
至　2023年11月30日)

２月
(百万円)

５月
(百万円)

８月
(百万円)

11月
(百万円)

２月
(百万円)

５月
(百万円)

８月
(百万円)

11月
(百万円)

レジット　　(注)１． 6,142 6,340 6,185 7,917 6,951 7,034 6,871 7,376

任意組合型　(注)２． 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350

 FC FUNDING　(注)３． ― ― ― ― ― 41 41 33

合計 7,492 7,690 7,535 9,267 8,301 8,425 8,262 8,760
 

(注) １．FCファンド－レジット不動産証券投資信託(「レジット」)は2003年11月に運用を開始しました。2010年11月

度より「レジット」クラスC受益証券、2011年11月度より「レジット」ブラジルレアルクラス受益証券及び

豪ドルクラス受益証券の運用資産残高を含めております。

２．任意組合型不動産ファンドは2015年４月に運用を開始しました。

３．FC FUNDINGは2023年４月に運用を開始しました。
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②　証券ファンドの運用資産残高

 

前連結会計年度
(自　2021年12月１日
至　2022年11月30日)

当連結会計年度
(自　2022年12月１日
至　2023年11月30日)

２月
(百万円)

５月
(百万円)

８月
(百万円)

11月
(百万円)

２月
(百万円)

５月
(百万円)

８月
(百万円)

11月
(百万円)

好配当利回り中国株
(注)１．

130 115 108 65 ― ― ― ―

ベトナム
(注)２．５.

4,353 4,238 4,462 3,345 3,267 3,440 4,030 3,610

タイ
(注)３．５.

287 288 276 216 ― ― ― ―

中国ナンバーワン
(注)４．５．

149 138 131 85 ― ― ― ―

ベンチャー企業投資ファ
ンド(注)６．

― ― 70 105 387 387 430 430

合計 4,920 4,780 5,049 3,817 3,655 3,828 4,460 4,040
 

(注) １．FC Tトラスト－海通－アイザワ 好配当利回り中国株ファンド(「好配当利回り中国株」)(旧名称　FC Tトラ

スト－大福－アイザワ 好配当利回り中国株ファンド)は2005年10月に運用を開始し、2022年12月に償還いた

しました。

２．FCグローバル ベトナムファンド(「ベトナム」)(旧名称　フェイム－アイザワ トラスト ベトナムファン

ド)は2006年９月に運用を開始しました。

３．フィリップ－アイザワ トラスト タイファンド(「タイ」)は2007年１月に運用を開始し、2022年12月に償還

いたしました。

４．FC T トラスト－海通－アイザワ 中国ナンバーワンファンド(「中国ナンバーワン」)(旧名称　FC T トラス

ト－大福－アイザワ 中国ナンバーワンファンド)は2007年６月に運用を開始し、2022年12月に償還いたしま

した。

５．運用資産が米ドル建てで算出されているファンド(ベトナム、タイ、中国ナンバーワン)は、月末為替レート

(TTM)を使用しております。

 

2022年２月 2022年５月 2022年８月 2022年11月

115.55円 128.21円 138.63円 138.87円

2023年２月 2023年５月 2023年８月 2023年11月

136.33円 139.77円 146.20円 147.07円
 

６．ＦＣベンチャー企業投資任意組合１号、２号は2022年８月に、３号は2022年９月に、５号は2022年12月に、

６号は2023年７月に運用を開始しました。
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③　事業型ファンドの運用資産残高

 

2022年11月期
(自　2021年12月１日
至　2022年11月30日)

2023年11月期
(自　2022年12月１日
至　2023年11月30日)

２月
(百万円)

５月
(百万円)

８月
(百万円)

11月
(百万円)

２月
(百万円)

５月
(百万円)

８月
(百万円)

11月
(百万円)

太陽光発電ファンド

福岡川崎ソーラー
(注)１．

610 610 610 610 610 610 610 610

福岡田川ソーラー
(注)２．

510 510 510 510 510 510 510 510

三重芸濃ソーラー
(注)３．

440 440 440 440 440 440 440 440

栃木益子ソーラー
(注)４．

670 670 670 670 670 670 670 670

熊本明徳ソーラー
(注)５．

600 600 600 600 600 600 600 600

福岡豊前ソーラー
(注)６．

520 520 520 520 520 520 520 520

福島二本松ソーラー
(注)７．

970 970 970 970 970 970 970 970

和歌山新宮ソーラー
(注)８．

920 920 920 920 920 920 920 920

栃木那須烏山ソーラー
(注)９.

600 600 600 600 600 600 600 600

太陽光発電ファンド合計 5,840 5,840 5,840 5,840 5,840 5,840 5,840 5,840

その他事業ファンド

民泊等宿泊事業ファンド
１号（注）10.

180 180 180 180 180 180 180 180

ＦＣ事業ファンド１号
（注）11.

270 270 270 270 270 270 270 270

ＦＣ車両ファンド（注）12. ― ― ― 330 515 1,018 1,597 1,952

その他事業ファンド合計 450 450 450 780 965 1,468 2,047 2,402

合計 6,290 6,290 6,290 6,620 6,805 7,308 7,887 8,242
 

(注) １．福岡川崎ソーラーファンド　福岡川崎ソーラー事業匿名組合は2014年３月に運用を開始しました。

２．福岡田川ソーラーファンド　福岡田川ソーラー事業匿名組合は2014年10月に運用を開始しました。

３．三重芸濃ソーラーファンド　三重芸濃ソーラー事業匿名組合は2015年２月に運用を開始しました。

４．栃木益子ソーラーファンド　栃木益子ソーラー事業匿名組合は2015年３月に運用を開始しました。

５．熊本明徳ソーラーファンド　熊本明徳ソーラー事業匿名組合は2015年３月に運用を開始しました。

６．福岡豊前ソーラーファンド　福岡豊前ソーラー事業匿名組合は2015年12月に運用を開始しました。

７．福島二本松ソーラーファンド　福島二本松ソーラー事業匿名組合は2016年３月に運用を開始しました。

８．和歌山新宮ソーラーファンド　和歌山新宮ソーラー事業匿名組合は2016年３月に運用を開始しました。

９．栃木那須烏山ソーラーファンド　栃木那須烏山ソーラー事業匿名組合は2017年３月に運用を開始しました。

10．民泊等宿泊事業ファンド１号は 、 2018 年６月に設定され 2018年12月に追加募集がなされました。

11．ＦＣ事業ファンド１号は、2020 年11月に設定され 2021年３月に募集が完了いたしました。

12．ＦＣ車両ファンド１号は2022年９月に、２号は2022年12月に、３号は2023年３月に、４号は2023年５月に、

５号は2023年８月に、６号は2023年11月に設定されました。
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(4) アセットマネジメント事業に関する報酬

①　アクイジションフィー、ディスポジションフィー等

前連結会計年度
(自　2021年12月１日　至　2022年11月30日)

当連結会計年度
(自　2022年12月１日　至　2023年11月30日)

446百万円 406百万円
 

　

②　アセットマネジメントフィー等

前連結会計年度
(自　2021年12月１日　至　2022年11月30日)

当連結会計年度
(自　2022年12月１日　至　2023年11月30日)

385百万円 467百万円
 

 
(経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容)

当社グループの当連結会計年度(自　2022年12月１日　至　2023年11月30日)の財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況については、以下に記載しております。

なお、文中における将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 
(1) 重要な会計方針及び見積り

当社グループの連結財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成されて

おります。この連結財務諸表の作成に当たり、決算日における資産・負債の報告数値及び報告期間における収益・

費用の報告数値に影響を与える見積りを必要とします。見積り及び判断・評価につきましては、過去の実績や合理

的と考えられる要因等に基づいて判断しておりますが、見積り特有の不確実性があるために実際の結果は異なる場

合があります。

連結財務諸表の作成に当たって用いた会計上の見積及び仮定のうち、重要となる会計方針については、「第５ 

経理の状況 １ 連結財務諸表等 (1)連結財務諸表　注記事項　（重要な会計上の見積り）」に記載のとおりであ

ります。

但し、現時点において入手可能な情報を基に検証等を行っておりますが、現時点では予想できないさらなる外部

環境の変化等が発生した場合には将来において損失が発生する可能性があります。

 
(2) 財政状態の分析

(資産の状況)

当連結会計年度末における流動資産の残高は、前連結会計年度末比1,002百万円増加し4,796百万円となりまし

た。これは主として、現金及び預金が707百万円増加したことなどによるものです。

また、当連結会計年度末における固定資産の残高は、有形固定資産419百万円、無形固定資産3百万円、投資その

他の資産434百万円となり、前連結会計年度末比78百万円増加し858百万円となりました。

 
(負債の状況)

当連結会計年度末における流動負債の残高は、前連結会計年度末比177百万円増加し1,597百万円となりました。

これは主として、短期借入金が610百万円減少した一方で、前受収益及び契約負債が234百万円増加し、短期社債を

新たに300百万円発行したことなどによるものです。

また、当連結会計年度末における固定負債の残高は、前連結会計年度末比726百万円増加し1,228百万円となりま

した。これは主として、長期借入金が725百万円増加したことなどによるものです。
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(純資産の状況)

当連結会計年度末における純資産の残高は、前連結会計年度比182百万円増加し2,844百万円となりました。これ

は主として、配当金の支払いにより37百万円減少した一方で、親会社株主に帰属する当期純利益183百万円計上した

ことにより利益剰余金が145百万円増加したこと、その他有価証券評価差額金が33百万円増加したことなどによるも

のです。

 
以上の結果、当連結会計年度末における総資産は前連結会計年度比1,085百万円増加し5,670百万円、負債は前連

結会計年度比903百万円増加し2,826百万円、純資産は前連結会計年度比182百万円増加し2,844百万円となり、自己

資本比率は50.2％と前連結会計年度比7.9％減少いたしました。

 
セグメントごとの分析は、次の通りです。

(アセットマネジメント事業)

当連結会計年度末において、当社グループが運用するファンド運用資産残高は210億円(一部円換算US$1.00＝

147.07円)、当社グループがアセットマネジメント業務を受託している不動産等の受託資産残高は181億円となり

ました。

不動産ファンドにつきましては、アセットマネジメントフィー及びファンド管理報酬等を計上いたしました。

証券ファンドにつきましては、外国投資信託の管理報酬等を計上いたしました。また、事業型ファンドにつきま

してもアセットマネジメントフィー等を計上いたしました。この結果、アセットマネジメント事業全体では、売

上高874百万円(前期比5.2％増)、営業利益398百万円(前期比9.0％減)となりました。

当連結会計年度末の資産合計は、前連結会計年度末比187百万円減少し1,184百万円となりました。

 
(インベストメントバンク事業)

不動産投資事業では、国内不動産の売却、保有不動産からの賃料収入を計上いたしました。また、車両リース

バック事業においては、車両の売却、リース収入を計上しました。この結果、インベストメントバンク事業全体

では、売上高3,262百万円(前期比281.8％増)、営業利益268百万円(前期比113.7％増)となりました。

当連結会計年度末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ439百万円増加し3,233百万円となりました。

 
(3) 経営成績の分析

当社グループの主要な事業領域である不動産業界においては、引き続き投資家の物件取得意欲は高い状況にあ

り、国内外の投資家による活発な物件の売買が行われています。一方で、日本を含めた主要国の金融政策の見通し

は困難な状況となっており、今後の新規物件の取得にあたっては、物件価格と収益性のバランスを慎重に検討する

ことが必要となってきております。

　また、太陽光発電業界におきましては、長期間にわたって安定した売電収入が期待できる点、現在の良好な資金

調達環境などによる利回り商品としての需要拡大に加えて、政府のグリーン成長戦略の推進等による後押しもあ

り、今後も市場の拡大が期待されております。

　運送業界では中小・零細の物流事業者の財務改善、資金調達のニーズが高水準で推移しており、当社グループが

展開するトラックのリースバックは需要の拡大が見込まれます。

当社グループの事業セグメントであるアセットマネジメント事業、インベストメントバンク事業のいずれにおい

ても上記の視点に基づき事業を推進しており、当連結会計年度の経営成績は次の通りです。

 
①　売上高、売上原価、売上総利益

当連結会計年度における売上高は、前連結会計年度比2,450百万円増加し4,136百万円となりました。

アセットマネジメント事業の売上高は、不動産ファンド関連報酬が前連結会計年度比36百万円増加し822百万円

となったこと、また、証券ファンド関連報酬が6百万円増加し52百万円となったことにより、全体では前連結会計

年度比42百万円増加し874百万円となりました。インベストメントバンク事業の売上高は、不動産投資等部門の売

上高が保有不動産の売却による売上高の増加に伴い前連結会計年度比2,410百万円増加し3,152百万円となった一

方で、有価証券運用及び金融商品仲介手数料等の証券投資等部門の売上高が2百万円減少し109百万円となったこ

とにより、全体では前連結会計年度比2,407百万円増加し3,262百万円となりました。

当連結会計年度の売上原価は、主としてインベストメントバンク事業における保有不動産の売却売上高の増加

に伴い、前連結会計年度比2,242百万円増加し3,072百万円を計上しました。この結果、当連結会計年度における

売上総利益は、前連結会計年度比208百万円増加し1,064百万円となりました。
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②　販売費及び一般管理費・営業利益

当連結会計年度の販売費及び一般管理費は、役員報酬、給与手当、賞与等の人件費360百万円、支払手数料178

百万円を中心に、前連結会計年度比141百万円増加し713百万円となりました。売上総利益が208百万円増加し販管

費が141百万円増加した結果、当連結会計年度の営業利益は、前連結会計年度比67百万円増加し350百万円となり

ました。

 
③　営業外損益・経常利益

当連結会計年度の営業外収益は、為替差益14百万円、受取配当金3百万円などにより23百万円となりました。営

業外費用は支払利息43百万円を中心に74百万円となりました。営業利益が前連結会計年度比で増加したことに加

え営業外収支が改善した結果、当連結会計年度の経常利益は、前連結会計年度比27百万円増加し299百万円となり

ました。

 
④　親会社株主に帰属する当期純利益

当連結会計年度の親会社株主に帰属する当期純利益は、経常利益が前連結会計年度比で増加したものの、法人

税、住民税及び事業税107百万円及び法人税等調整額7百万円を計上したことにより、前連結会計年度比44百万円

減少し183百万円となりました。

 
(4) 経営成績に重要な影響を与える要因について

「第２　事業の状況　３　事業等のリスク」に記載のとおり、当該事業リスクが発生した場合、経営成績に重要

な影響を与える可能性があります。詳細につきましては、同項を参照願います。

 
(5) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

①　資金調達

短期資金需要については、当社グループでは、営業活動におけるインベストメントバンク事業の投融資等の事業

活動に必要な資金の確保と、財務の健全性の維持及び手元流動性の確保を基本方針としており、インベストメント

バンク事業の不動産投資等部門が行う投融資では、主に金融機関からの借入による資金調達のほか、当連結会計年

度においてはソーシャルレンディングを活用した資金調達を実施し、適切な手元流動性の確保と資金調達方法の多

様化を図っております。

 
②　資金需要

当社グループの資金需要の主なものは、アセットマネジメント事業については新規ファンド組成に係る諸費用や

人件費等の販売費及び一般管理費の運転資金、インベストメントバンク事業については営業活動における不動産や

太陽光発電設備等の取得及び新規開発に係る投資や企業への投融資、人件費等の販売費及び一般管理費の運転資金

であります。

アセットマネジメント事業においては、運転資金は主として営業活動によるキャッシュ・フローで対応する方針

です。インベストメントバンク事業の投融資は、不動産投資等部門における不動産等投融資と、証券投資部門にお

ける成長性豊かな上場企業・未上場企業に対し投融資とからなります。インベストメントバンク事業においては投

融資が収益拡大を促進するため、当社グループでは今後も金融機関から調達した資金を中心に投融資を継続してい

く予定であります。

また、当社グループでは、Ｍ＆Ａ等を実施することにより成長機会を捉え、事業基盤の拡充を行うことが、当社

グループの中長期的な企業価値の向上を図る上で重要な戦略と考えており、上記事業での資金需要とは別にＭ＆Ａ

等の資金需要が発生する可能性があります。

 
５ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

６ 【研究開発活動】

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【設備投資等の概要】

当連結会計年度において重要な設備投資はありません。

なお、当連結会計年度において重要な設備の除却、売却はありません。

 
２ 【主要な設備の状況】

当社グループにおける主要な設備は、以下のとおりであります。

(1) セグメント内訳

      2023年11月30日現在

連結子会社名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の内容

帳簿価額(百万円)

従業員数
(人)建物及び

構築物
工具、器具
及び備品

土地
(面積㎡)

その他 合計

㈱ファンドクリ
エーション
(東京都千代田区)

アセットマネ
ジ メ ン ト 事
業、インベス
トメントバン
ク事業

太陽光発電
ファンド事
業用地、内
装設備他

2 10 259
(118,170)

－ 272 22

ファンドクリエー
ション・アール・
エム㈱
(東京都千代田区)

アセットマネ
ジメント事業

ネットワー
ク設備他

－ 0 － － 0 1

湯布院塚原プロパ
ティー(同)
(大分県由布市)

インベストメ
ントバンク事
業

太陽光発電
ファンド事
業用地

－ － 143
(203,411)

－ 143 0

 

(注)　㈱ファンドクリエーションには、ＭＢＳ(同)に貸与中の土地139百万円(47,760㎡)、ＭＴＧ(同)に貸与中の土地

65百万円(15,594㎡)及びＨＭＴ(同)に貸与中の土地53百万円(54,780㎡)を含んでおります。

 

(2) 提出会社の状況

     
 

2023年11月30日現在

事業所名
(所在地)

セグメントの名
称

設備の
内容

帳簿価額(百万円)

従業員数
(人)建物及び

構築物
工具、器具
及び備品

その他 合計

本社
(東京都千代田区)

全社 内装設備他 2 1 － 3 6
 

(注)　従業員数には、当社グループ各社との兼務人員を含んでおります。

 

３ 【設備の新設、除却等の計画】

当連結会計年度末現在における重要な設備の新設及び除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 116,000,000

計 116,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
事業年度末現在
発行数(株)

(2023年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年２月28日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 37,686,371 37,686,371
東京証券取引所
スタンダード市場

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式で
あり、単元株式数は100株で
あります。

計 37,686,371 37,686,371 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

③ 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(百万円)

資本金
残高

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2020年１月31日 (注)１．２ 61,000 37,553,371 3 1,174 3 174

2020年２月29日 (注)１ 66,000 37,619,371 3 1,177 3 177

2020年３月４日 (注)２ 30,000 37,649,371 1 1,179 1 179

2022年５月31日 (注)３ 19,000 37,668,371 0 1,179 0 179

2023年５月31日 (注)３ 18,000 37,686,371 0 1,180 0 180
 

(注) １．株式会社ファンドクリエーショングループ第７回新株予約権の行使による増加であります。

２．株式会社ファンドクリエーショングループ第６回新株予約権の行使による増加であります。

３．特定譲渡制限付株式（法人税法第54条第１項に規定する特定譲渡制限付株式）を発行したことによる増加で

あります。

 
(5) 【所有者別状況】

 2023年11月30日現在

区分

株式の状況(１単元の株式数100株)

単元未満の
株式の状況

(株)政府及び地
方公共団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人(注)

外国法人等
個人
その他

計

個人以外 個人

株主数(人) ― 1 15 23 20 32 5,225 5,316 ―

所有株式数
(単元)

― 786 16,513 71,317 1,117 2,666 284,437 376,836 2,771

所有株式数
の割合(％)

― 0.21 4.38 18.93 0.30 0.71 75.48 100.00 ―
 

(注)１．自己株式33,301株は「個人その他」に333単元、及び「単元未満株式の状況」に1株が含まれております。

２．所有株式数の割合は、小数点第３位以下を四捨五入して表示しております。
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(6) 【大株主の状況】

2023年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

田　島　克　洋 東京都港区 14,052,400 37.32

有限会社T's Holdings 東京都港区赤坂６丁目12番17号 4,800,000 12.75

アイザワ証券グループ株式会社 東京都港区東新橋１丁目９番１号 1,980,000 5.26

桑　原　幸　治 愛知県名古屋市南区 670,000 1.78

北　村　宗　生 愛知県名古屋市中川区 577,000 1.53

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１丁目４番地 449,500 1.19

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 399,200 1.06

巻　幡　　　俊 広島県尾道市 389,200 1.03

今　福　洋　介 東京都世田谷区 309,600 0.82

大　塚　忠　彦 東京都港区 306,000 0.81

計 ― 23,932,900 63.56
 

（注）持株比率は、発行済株式の総数から自己株式（33,301株）を控除した株式数（37,653,070株）を基準に算出し、

　　小数点第３位以下を四捨五入して表示しております。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2023年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― －

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 33,300
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

376,503 ―
37,650,300

単元未満株式
普通株式

― 一単元(100株)未満の株式
2,771

発行済株式総数 37,686,371 ― ―

総株主の議決権 ― 376,503 ―
 

 

 
② 【自己株式等】

    2023年11月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義

所有株式数(株)
他人名義

所有株式数(株)
所有株式数
の合計(株)

発行済株式
総数に対する所
有株式数の割合

(％)

(自己保有株式)
㈱ファンドクリエーション
グループ

東京都千代田区　
麹町一丁目４番地

33,300 ― 33,300 0.09

計 ― 33,300 ― 33,300 0.09
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２ 【自己株式の取得等の状況】
 

【株式の種類等】 会社法第155条第13号による普通株式の取得
 

 
(1) 【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

(2) 【取締役会決議による取得の状況】

　　　該当事項はありません。

 
(3) 【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

区分 株式数（株） 価額の総額（百万円）

当事業年度における取得自己株式 20,800 ―

当期間における取得自己株式 ― ―
 

（注）当期間における保有自己株式には、2024年２月１日から有価証券報告書提出日までの自己株式の取得、単元未満

株の買取り及び買増しによる株式数は含まれておりません。

 
(4) 【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

区分

当事業年度 当期間

株式数（株）
処分価額の
総額（円）

株式数（株）
処分価額の
総額（円）

引き受ける者の募集を行った取得自己株式 ― ― ― ―

消却の処分を行った取得自己株式 ― ― ― ―

合併、株式交換、株式交付、会社分割に係る
移転を行った取得自己株式

― ― ― ―

その他（―） ― ― ― ―

保有自己株式数 33,301 ― 33,301 ―
 

（注）当期間における保有自己株式には、2024年２月１日から有価証券報告書提出日までの自己株式の取得、単元未満

株の買取り及び買増しによる株式数は含まれておりません。
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３ 【配当政策】

当社は、株主の皆様に対する利益還元を重要な経営課題と認識しておりますが、中長期的な成長を可能とする内部

留保の充実をはかりつつ、配当につきましては、経営成績及び財政状態の推移並びに今後の事業計画を十分に勘案し

ながら、安定した配当を継続実施していくことを基本方針としております。

当社は、期末配当として年１回の剰余金の配当を行うことを基本的な方針とし、経営成績に応じて中間配当を行う

ものとしております。これら剰余金の配当の決定機関は、期末配当については決定機関は株主総会であります。中間

配当については、「取締役会の決議により、毎年５月31日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主若しくは登録

株式質権者に対して、会社法第454条第５項に定める剰余金の配当を行うことができる」旨を定款に定めているため、

取締役会であります。

当事業年度の配当につきましては、上記の方針に基づき、単体及び連結ベースの業績、今後の事業計画及び内部留

保等を総合的に勘案した結果、１株につき１円の期末配当を実施させていただくことといたしました。

次期の配当につきましても、業績動向や事業発展のための内部留保等を勘案しつつ、株主の皆様に利益を還元して

いく予定であり、予想利益の達成を前提に実施していく方針であります。

なお、当事業年度に係る剰余金の配当は以下のとおりであります。
 

決議年月日
配当金の総額
(百万円)

１株当たりの配当額
(円)

2024年２月28日
定時株主総会決議

37 1.00
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４ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの概要】

＜コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方＞

　当社では、株主をはじめとするステークホルダーの期待に応え、企業としての持続的成長を通じて自らの企業価値

の維持・向上を図るためには、経営の迅速化・効率化・透明性等向上に向けたコーポレート・ガバナンス体制の継続

的な強化に努め、必要な施策を講じるとともに説明責任を果たしていくことが、経営の最重要課題であると認識して

おり、かかる基本認識のもと、当社は以下の企業統治の体制を整備しております。 

 
①　企業統治の体制とその体制を採用する理由

イ　企業統治の体制の概要

当社は監査役制度を採用しており、株主総会、取締役会、監査役会、会計監査人を会社の機関として設置し

ております。当社のコーポレート・ガバナンス体制の関係、会社の機関は以下のとおりです。

a．取締役会

当社の取締役は６名以内とする旨定款で定められております。経営上の重要事項の意思決定機関である取締

役会は、定時取締役会が月１回、臨時取締役会は必要に応じて随時開催されており、取締役の業務執行の監

督機関としても位置付けております。取締役会においては、法令・定款・規程に定められた事項のほか、経

営状況や予算と実績の差異分析や、グループ会社の部門責任者及び社長からの業務に関する報告など、経営

の重要事項に関する決議・報告を行っております。

有価証券報告書の提出日現在、取締役会は取締役６名（うち社外取締役３名）で構成されております。

・社内取締役：田島克洋（取締役会議長）、阪本浩司、内海嘉一

・社外取締役：佐藤貴夫、辻敏樹、斉木愛子

 
b．監査役監査及び監査役会

当社の監査役は５名以内とする旨定款で定められております。監査役は、取締役会と協働して会社の監督機

能の一翼を担い、取締役の職務の遂行を監査することにより、当社グループとして様々なステークホルダー

の利害に配慮することにより、健全で持続的な成長と中長期的な企業価値の創出を実現する良質な企業統治

体制の確立に努めております。また、監査役は、当社グループ各社の取締役会等の会議のほか、意思決定の

過程、執行状況の把握のため随時委員会等の会議に出席することができ、常時必要に応じて、当社グループ

の役職員に対して直接説明を受けております。

監査役会は、月１回の定時監査役会及び随時開催される臨時監査役会にて、各監査役の職務の遂行状況の報

告を受け、情報を共有し、監査の実効性の確保に努めるほか、定時取締役会及び臨時取締役会にも出席し、

経営に対する助言、提言を行うとともに、取締役の業務執行に対する監督機能を果たしております。

有価証券報告書の提出日現在、監査役会は監査役３名（うち社外監査役２名）で構成されております。

・常勤監査役：立石則章

・社外監査役：神谷有子、松村眞理子

 
ロ　企業統治の体制を採用する理由

EDINET提出書類

株式会社ファンドクリエーショングループ(E22612)

有価証券報告書

 38/108



当社は、監査役会設置会社として、社外監査役を含めた監査役による経営監視を十分機能させることで監視・

監督機能の充実と意思決定の透明性を確保しております。また、当社は、取締役会による経営監督の実効性と意

思決定の透明性を強化することを目的に、独立性の高い社外取締役を複数名選任しております。

外部の視点からの経営監査機能は有効に機能するものと判断するとともに、持株会社として、当社のみならず

グループ会社各社に対しても迅速な意思決定、適正な業務執行、監査の実効性を確保する体制として有効である

との判断により、現体制を採用しております。

 
②　企業統治に関するその他の事項

イ　内部統制システムの整備状況

ａ．持株会社である当社は、当社及び当社グループ会社に共通する「コンプライアンス規程」及び「コンプライ

アンスマニュアル」を制定し、各取締役及びグループコンプライアンス統括はこれらの遵守を率先垂範する

とともに当社グループ会社の役員及び使用人への周知徹底を図ることにより、当社グループ全体の適切な

コーポレート・ガバナンスを実現しております。

 
ｂ．取締役及び使用人の職務の執行が法令に適合することを確保するために、コンプライアンス規程に基づき当

社代表取締役を委員長とする「グループコンプライアンス委員会」を設置し、定期的に開催しております。

グループコンプライアンス委員会では、当社及び当社グループ各社のコンプライアンスの推進状況等につい

て報告を受け協議しており、重要な事項については別途取締役会へ付議・報告する他、協議の内容を取締役

会に報告しております。

 
ｃ．取締役の職務執行は、「取締役会規程」、「職務権限規程」、「稟議規程」をはじめとする社内諸規程に基

　　づく意思決定のルールにより、適正かつ効率的に行われる体制をとっております。

 
ｄ．取締役の職務の執行に係る文書（電磁的記録を含む）は「文書管理規程」、「内部情報管理規程」及び「情

報システムに関するグループ基本方針」に従って保管及び管理され、業務上必要な時に閲覧・謄写できる状

況にあります。

 
ｅ．監査役は、取締役会に出席するとともに、常勤監査役は当社及びグループ会社の重要な会議に出席でき、ま

た、「内部統制システムの整備に関する基本方針」に基づき以下の事項を定め、監査役の監査が実効的に行

うことができる状況にあります。

・監査役が、その職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合には監査役補助者を設置することができ

　る体制を確保すること及びその使用人は取締役からの独立性を有すること

・取締役及び使用人は、監査役に対して法定の事項に加え、当社及び当社グループに重大な影響を及ぼす事

項、その他監査役がその職務遂行上報告を受ける必要があると判断した事項について、速やかに報告、情

報提供を行うこと、また、監査役への報告により当該取締役、使用人が不利益な扱いを受けないこと

・監査役会は、職務の遂行上必要と認める費用について予め予算を計上できること、また、緊急・臨時に支

出した費用については、事後的に会社に請求できること

 
ｆ．金融商品取引法に基づく「財務報告に係る内部統制の有効性の評価」は、当社及び当社グループ会社にお

い　

　　て自己点検を行った上、独立監査人の評価を受けております。

 
ｇ．組織的又は個人的な法令違反等に関する通報又は相談の適正な処理を行うため「内部通報制度運用規程」を

定め、外部の弁護士に窓口を設けるとともに、社内に内部通報先を掲示することとともに社内研修等を通じ

て、内部通報制度を全役職員に周知しております。

 
ｈ．当社及び当社グループは、反社会的勢力との関係を遮断するための体制整備を「反社会的勢力排除に関する

規程」に定め、反社会的勢力からの不当要求等に対して組織として毅然として対応することとしており、社

内研修等で役社員に周知しております。また、万が一、反社会的勢力から接触があった場合は、管理部門を

対応部門とし、必要に応じ弁護士・警察等の専門家に早期に相談し、適切な処置を取ることとしておりま

す。     
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ロ　リスク管理体制の整備状況

当社では、業務に関わる全てのリスクを適切に管理することにより、安定的な収益を確保し健全な経営基盤を

確立することを経営上の重要課題としております。リスクを適切にコントロールするため、平常時のリスクマネ

ジメント推進体制について「リスクマネジメント基本規程」を定め、必要に応じて弁護士・監査法人・顧問税理

士等の外部機関より適宜アドバイスをいただく体制も構築し、リスクの把握、統制に努めております。

また、緊急時の危機管理体制としては「危機管理基本規程」を定め、当社の経営に重大な影響を与える不測の

事態が発生した場合は、迅速に必要な初期対応を行い、損害・影響等を最小限に留める体制を整えております。

 
ハ　子会社の業務の適正を確保するための体制整備の状況

当社は、当社グループ会社の事業の経過、財産の状況及びその他の重要事項について定期的に報告を受け、情

報共有をするとともに、グループ会社の経営上の重要な意思決定事項については、「関係会社管理規程」に基づ

き当社の取締役会の承認又は承諾を受けることとしております。また、内部監査室は、「内部監査規程」及び

「内部監査計画書」に基づき、当社グループ会社に対し内部監査を実施し、企業集団として業務の適正性を確保

するための体制を整備しております。

 
ニ　責任限定契約の内容の概要

当社の取締役及び監査役（取締役または監査役であった者を含む。)の会社法第423条第１項の責任について、

善意でかつ重大な過失がない場合は、取締役会の決議により、法令の定める限度額の範囲内でその責任を免除で

きる旨を定款に定めております。取締役会の決議にする理由は、職務の遂行にあたり期待される役割を十分に発

揮できるようにするものであります。

また、当社と社外取締役及び社外監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害

賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令の定める限度額

までとしております。なお、当該責任限定が認められるのは、当該社外取締役及び社外監査役が責任の原因と

なった職務の遂行について善意かつ重大な過失がないときに限られます。

 
ホ　役員等賠償責任保険契約の内容の概要等

当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、株主や第三

者等から損害賠償請求を提起された場合において、被保険者が負担することになる損害賠償金・争訟費用等の損

害を当該保険契約により補填することとしております。当該役員等賠償責任保険契約の被保険者は当社及び当社

子会社の取締役、監査役、および執行役員であり、全ての被保険者について、その保険料を全額当社が負担して

おります。

 
ヘ　取締役会の活動状況

当事業年度においては取締役会を16回開催しており、個々の取締役の出席状況については次のとおりです。

 
氏名 開催回数 出席回数

田島　克洋 16回 16回

阪本　浩司 16回 16回

内海　嘉一 16回 16回

佐藤　貴夫 16回 16回

辻　敏樹 16回 16回

斉木　愛子 13回 13回
 

（注）斉木愛子は2023年２月27日付で就任したため、就任後に開催された取締役会を対象としております。

 
取締役会における具体的な検討内容として、当事業年度は主に経営に関する事項、業績予想や配当予想などに

関する事項、決算に関する事項、重要な投資案件に関する事項、重要な資金調達に関する事項及びガバナンスに

関する事項などについて審議し、決議いたしました。

 
③　取締役の選任の決議要件

当社は、取締役の選任決議について、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株

主が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨を定款に定めております。なお、取締役の選任決議は累積投票

によらない旨を定款に定めております。
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④　中間配当の決定機関

当社は、取締役会の決議により、毎年５月31日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主もしくは登録株式

質権者に対して、会社法第454条第５項に定める剰余金の配当を行うことができる旨を定款で定めております。こ

れは、中間配当を取締役会の権限とすることにより、株主への機動的な利益還元を行うことを目的としておりま

す。

 
⑤　自己の株式の取得

当社は、自己の株式の取得について、経済情勢の変化に対応して財務政策等の経営諸施策を機動的に遂行する

ことを可能とするため、会社法第165条第２項の規定に基づき、取締役会の決議によって市場取引等により自己の

株式を取得することができる旨を定款に定めております。

 
⑥　株主総会の特別決議要件

当社は、会社法第309条第２項に定める株主総会の特別決議要件について、議決権を行使することができる株主

の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以上をもって行う旨を定款に定めており

ます。これは、株主総会における特別決議の定足数を緩和することにより、株主総会の円滑な運営を行うことを

目的としております。
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(2) 【役員の状況】

男性6名　女性3名　(役員のうち女性の比率33.3％)

①　役員一覧

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期 所有株式数 (株)

代表取締役

社長
田島 克洋

1964年９月

７日生

1988年４月 大和証券㈱ 入社

2000年２月 プリヴェチューリッヒ証券㈱ 取締役

2002年２月 ㈱ジョイント・コーポレーション 資産証券部長

2002年３月 ㈱ジョイント・アセットマネジメント 代表取締役社長

2002年３月 ジョイント証券㈱ 代表取締役社長

2002年12月 ㈱ファンドクリエーション設立 代表取締役社長(現任)

2009年１月 ファンドクリエーション・アール・エム㈱ 代表取締役社長

2009年５月 当社設立 代表取締役社長(現任)

2013年10月 ㈱リンキンオリエント・インベストメント

代表取締役社長(現任)

(注)１
18,852,400

（注6）

取締役

経営企画部長
阪本 浩司

1960年２月

24日生

1982年４月 兼松江商㈱（現：兼松㈱） 入社

2002年４月 サイトデザイン㈱ 経営管理本部長

2002年６月 同社 取締役経営管理本部長

2003年12月 ㈱ＳＤホールディングス(現：㈱フォーシーズＨＤ)　

取締役管理本部長

2005年７月 ㈱ファンドクリエーション 執行役員投資管理部長

2008年７月 ファンドクリエーション・アール・エム㈱ 取締役

2017年１月 当社 経営企画部長

㈱ファンドクリエーション 執行役員経営企画グループ長

2017年２月 当社 取締役経営企画部長(現任)

㈱ファンドクリエーション

取締役経営企画グループ長(現任)

(注)１ 60,000

取締役 内海 嘉一
1980年８月

13日生

2007年４月 ㈱ファンドクリエーション 入社

2015年10月 ㈱ファンドクリエーション 不動産投資グループ長

2016年７月 ファンドクリエーション・アール・エム㈱

不動産ファイナンス部 部長

2016年７月 当社 経営企画部 ディレクター

2017年１月 ファンドクリエーション・アール・エム㈱

投資管理部部長

2017年２月 ㈱ファンドクリエーション 執行役員

2022年２月 当社 取締役（現任）

 ㈱ファンドクリエーション 取締役不動産投資グループ長

（現任）

(注)１ 146,800

取締役 佐藤 貴夫
1963年８月

５日生

1995年４月 弁護士登録(第二東京弁護士会)

2001年４月 佐藤貴夫法律事務所 開設

2005年９月 ㈱ファンドクリエーション 社外監査役

2006年５月 ㈱東横イン 社外取締役

2008年４月 東京簡易裁判所民事調停委員 (現任)

2008年６月 株式会社トランスジェニック 社外監査役(現任)

2009年５月 当社 社外監査役

2011年10月 霞ヶ関法律会計事務所 弁護士

2013年２月 当社 社外取締役(現任)

2013年２月 ㈱ファンドクリエーション 取締役(現任)

2015年３月 桜田通り総合法律事務所 弁護士(現任)

2016年３月 ㈱ＡＣＤ 代表取締役

(注)１ 12,000

取締役 辻　敏樹
1950年９月

22日生

1975年４月 大和証券㈱ （現：㈱大和証券グループ本社）入社

1996年５月 同社 大分支店 支店長

1998年５月 同社 高松支店 支店長

2000年２月 同社 福岡支店 支店長

2003年２月 同社 コンプライアンス部

2004年５月 ㈱大和証券グループ本社 経営企画部

2005年２月 東短ホールディングス㈱ （現：東京短資㈱）監査役

2005年２月 東京短資㈱ 監査役

2005年４月 大和証券投資信託委託㈱（現：大和アセットマネジメント

㈱） 監査役

2006年６月 日の出証券㈱（現：内藤証券㈱） 監査役

2013年２月 当社 社外監査役

2016年２月 当社 社外取締役(現任)

2016年２月 ㈱ファンドクリエーション 取締役(現任)

(注)１ 12,900
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期 所有株式数(株)

取締役 斉木　愛子
1984年９月

21日生

2008年４月 大和証券ＳＭＢＣ㈱ （現：大和証券㈱）入社

2014年５月 ＵＢＳ銀行

2016年５月 Credit Suisse AG Singapore Branch Private Banking

Department 入社

2018年４月 ㈱bitFlyer 入社

2019年10月 個人事業主として開業

2020年１月 ㈱PRAS CFO

2020年10月 ㈱PRAS 取締役（現任）

2021年10月 ㈱パレスサイドコンサルティング設立代表取締役CEO（現

任）

2022年２月 ㈱ファンドクリエーション 取締役（現任）

2023年２月 当社 社外取締役（現任）

2023年３月 ビットバンク㈱ 社外取締役監査等委員（現任）

(注)１ 18,600

常勤監査役 立石 則章
1951年11月

16日生

1974年４月 三光汽船㈱ 入社

1986年９月 住友電工システムズ㈱ 経理部長

1997年３月 ㈱ネットマークス 取締役 執行役員 経理部長

2008年７月 ㈱ファンドクリエーション 管理部部長

2008年11月 同社 執行役員 管理グループ長

2009年５月 当社 管理部長

2013年２月 FCパートナーズ㈱ 取締役

2017年２月 当社 監査役(現任)

㈱ファンドクリエーション 監査役(現任)

ファンドクリエーション・アール・エム㈱ 監査役(現任)

㈱ＦＣインベストメント・アドバイザーズ 監査役(現任)

㈱リンキンオリエント・インベストメント 監査役(現任)

(注)２ 9,000

監査役 神谷 有子
1964年11月

25日生

1988年４月 ㈱ＱＵＩＣＫ 入社

1993年４月 朝日新和会計社(現：有限責任あずさ監査法人) 入社

2000年９月 ㈱エフエム東京 入社

2008年11月 ジグノシステムジャパン㈱ 取締役

2012年４月 税理士法人会計実践研究会 入社

2015年９月 神谷有子税理士事務所開業

2016年２月 当社 社外監査役(現任)

2016年２月 ㈱ファンドクリエーション 監査役

2023年９月 ㈱ココルポート 社外監査役(現任)

(注)２ 16,200

監査役 松村眞理子
1959年９月

24日生

1986年４月 最高裁判所司法研修所 司法研修生第40期

1988年４月 弁護士登録(第一東京弁護士会)

1988年４月 ブラウン・守谷・帆足・窪田法律事務所

1994年２月 龍土綜合法律事務所

2006年１月 真和総合法律事務所 パートナー弁護士(現任)

2017年２月 当社 社外監査役(現任)

2018年６月 明治ホールディングス㈱ 社外取締役(現任)

2019年５月 ㈱アダストリア 社外監査役

2023年６月 ㈱小松製作所 社外監査役（現任）

2023年６月 ソーダニッカ㈱ 社外取締役（現任）

(注)２ 7,900

計 19,135,800
 

(注) １．取締役の任期は、2023年11月期に係る定時株主総会終結の時より2024年11月期に係る定時株主総会の終結の

時までであります。

２．監査役立石則章、神谷有子及び松村眞理子の任期は、2021年２月25日より2024年11月期に係る定時株主総会

の終結の時までであります。

３．取締役佐藤貴夫、辻敏樹及び斉木愛子は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。

４．監査役神谷有子及び松村眞理子は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。

５．当社は法令に定める監査役の員数を欠くことになる場合に備え、会社法第329条第３項に定める補欠監査役

１名を選出しております。補欠監査役の略歴は以下のとおりであります。
 

氏名 生年月日 略歴
所有株式数

(株)

石垣　敦朗
1963年

４月29日生

1987年10月 中央新光監査法人 入所

―
1991年３月 公認会計士登録

1995年７月 石垣公認会計士事務所 開業

1999年３月 税理士登録
 

　(注) １．補欠監査役は、社外監査役の要件を満たしております。

２．補欠監査役の任期は、就任した時から退任した監査役の任期の満了の時までであります。

６．代表取締役田島克洋の所有株式数には、同氏の資産管理会社である有限会社T's Holdindsが保有する株式数

も含んでおります。
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②　社外取締役及び社外監査役の状況

当社では社外取締役３名、社外監査役２名を選任しております。

社外取締役である佐藤貴夫氏は、当社との間に訴訟代理人に関する委任等の取引がありますが、その報酬額は

同氏の独立性に影響を与える恐れのない僅少なものであります。それ以外には同氏と当社や当社のグループ会社

との主要な取引はなく、かつ当社の主要株主でないこと、同氏が社外監査役を務める㈱トランスジェニックと当

社のグループ会社との取引はないことから当社からの独立性が高く、弁護士としての経験も豊富なことから、法

務面からの客観的意見を取り入れるため選任いたしました。その独立性の高さから当社は同氏を独立役員として

選任しております。また同氏は、当社株式を12,000株保有しております。

同じく社外取締役である辻敏樹氏は株式会社大和証券グループ本社において金融に関する豊富な知識・経験を

有し、また、当社において社外監査役を３年間務めた経験から当社グループの事業について深く理解されてお

り、社外取締役として適切に業務を遂行していただけるものと判断して選任いたしました。なお、当社との間に

は、特別な利害関係はありません。その独立性の高さから当社は同氏を独立役員として選任しております。また

同氏は、当社株式を12,900株保有しております。

同じく社外取締役である斉木愛子氏は富裕層向けビジネスにおける幅広い経験、PRに関する専門的なノウハウ

を有しており、社外取締役として適切に業務を遂行していただけるものと判断して選任いたしました。なお、当

社との間には特別な利害関係はなく、同氏が取締役を務める㈱PRAS、同氏が代表取締役を務める㈱パレスサイド

コンサルティングおよび同氏が社外取締役監査等委員を務めるビットバンク㈱と当社のグループ会社との取引も

ありません。その独立性の高さから当社は同氏を独立役員として選任しております。また同氏は、当社株式を

18,600株保有しております。

社外監査役である神谷有子氏は、公認会計士として専門知識を有し、客観的立場から当社の経営を監査される

ことを期待し選任いたしました。なお、当社との間には特別な利害関係はなく、同氏が社外監査役を務める㈱コ

コルポートと当社のグループ会社との取引もありません。また同氏は、当社株式を16,200株保有しております。

同じく社外監査役である松村眞理子氏は、弁護士として専門知識を有し、客観的立場から当社の経営を監査さ

れることを期待し選任いたしました。なお、当社との間には特別な利害関係はなく、同氏が社外取締役を務める

明治ホールディングス㈱、ソーダニッカ㈱および同氏が社外監査役を務める㈱小松製作所と当社のグループ会社

との取引もありません。また同氏は、当社株式を7,900株保有しております。

なお、当社では、社外取締役及び社外監査役を選任するための独立性に関する基準または方針は定めておりま

せんが、選任にあたっては東京証券取引所の独立役員の独立性に関する基準等を参考にしております。

また、社外取締役及び社外監査役に対しては、取締役会及び監査役会事務局の経営企画部が事前の議案・資料

配布や必要に応じ事前説明を行うなど、社外取締役及び社外監査役が円滑に取締役会・監査役会に臨めるための

サポートをしております。

 
③　社外取締役又は社外監査役による監督又は監査と内部監査、監査役監査及び会計監査との相互連携並びに内部

統制部門との関係

社外取締役及び社外監査役は、取締役会に出席し、法令に定められた事項や経営に関する重要事項の決定、業

務執行の状況について監督を行う場において、それぞれの豊富な経験や専門的見地から発言を行っております。

また、社外監査役は、会計監査人から監査計画、監査結果の説明を受けており、必要に応じて各担当部門等と

の連携を図ることとしております。
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(3) 【監査の状況】

①　監査役監査の状況

a　監査役監査の組織、人員及び手続きについて

イ．当社は監査役制度を採用しており、有価証券報告書の提出日現在、当社監査役会は常勤監査役１名、社外監査

役２名の計３名で構成されております。監査役は、業務及び会計について、法令への準拠性のほか、常勤監査役

を中心に適宜内部監査に同行するなど、内部監査室と連携して実態調査を行い、経営の合理性も含め、監査を実

施しております。また、取締役会その他重要な会議への出席や重要な決裁書類等の閲覧等を行い、専門知識と幅

広い視野や豊かな経験に基づいて経営上の意思決定に対するチェック機能を果たしております。また、社外監査

役１名は公認会計士、同じく社外監査役１名は弁護士であり、専門的見地から発言を行っております

ロ．監査役監査の手続き、役割分担、実施については、監査役会で定めた年度の監査方針・監査計画に従い当社の

各部門に対して実施する監査のほか、子会社に対する監査についても実施し、それぞれの部門責任者、子会社の

役員及び部門責任者に対するヒアリングを行っております。常勤監査役を中心に各取締役の業務執行について法

令、定款に基づき行われているかの適法性監査を行い、内部監査部門との緊密な連携により、適法かつ規定どお

りに業務が執り行われているか否かの監査も行っております。

ハ．各監査役の経験及び能力

氏名 経験及び能力

常勤監査役

　立石　則章

長年にわたり当社の管理部に在籍し、経理・財務・税務業務に携わってきた豊富な

経験を有し、また、当社グループの行う事業について深い知見を有しております。

社外監査役

　神谷　有子

公認会計士の資格を有しており、財務、会計及び税務についての豊富な経験と見識を

有しております。

社外監査役

　松村　眞理子

弁護士の資格を有しており、法務、コンプライアンス及びコーポレート・ガバナンス

についての豊富な経験と見識を有しております。
 

 
b　監査役及び監査役会の活動状況について

イ．監査役会の開催頻度

監査役会は原則として月１回開催しており、加えて随時必要に応じて臨時監査役会（当連結会計年度は３回）

を開催しております。

ロ．各監査役の監査役会への出席状況

個々の監査役の監査役会への出席状況については 、 次のとおりであります 。

氏名 開催回数 出席回数

立石　則章

15回

15回（100％）

神谷　有子 15回（100％）

松村　眞理子 11回（73％）
 

ハ．監査役会における主な共有、検討事項

当連結会計年度の監査役会における主な共有、検討事項は以下のとおりです。

・監査方針、監査計画及び業務分担について

・取締役会、重要会議等の意思決定プロセスの適法性並びに適正性、妥当性、合理性について

・業務上の重要法令遵守体制の整備・運用状況、周知徹底状況とリスク管理体制の状況について

・常勤監査役の職務執行状況（月次）について

・会計監査人に関する評価について

・行政処分の再発防止への予防的監視と潜在リスクの予防監視、検証について

・事業計画の進捗状況の監視、検証について

また、常勤監査役の活動として、取締役及び内部監査部門その他の使用人等との意思疎通、取締役会その他重

要な会議への出席及び会議での意見表明、重要な決裁書類等の閲覧、業務及び財産状況の調査、子会社の取締役

及び使用人等との意思疎通・情報交換や子会社からの事業報告の確認、会計監査人からの監査の実施状況・結果

の報告の確認を行うとともに監査上の主要な検討事項について会計監査人と協議を行っており、その内容を社外

監査役と適宜共有しております。

 
 
 

②　内部監査の状況

内部監査につきましては、有価証券報告書の提出日現在、各部門から独立した代表取締役直轄の内部監査室(１
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名)を設置し、内部監査計画に基づき当社の各部門及びグループ会社を対象とする定期的な内部監査を通じて、会

社の業務活動が適正かつ効率的に行われているかを監査しております。また、監査の結果については、四半期終了

毎に内部監査報告書として代表取締役に報告されるとともに取締役会にも提出され、また同時に次四半期の内部監

査計画書も報告及び提出されることにより、業務の改善を促進しております。また、グループコンプライアンス統

括と連携し、当社グループの企業倫理、社内規程・規則並びに内部統制、法令遵守等を推進しております。

 
③　監査役監査、内部監査及び会計監査の相互連携

監査役は、内部監査室と事業年度内の内部監査計画について協議するとともに、内部監査結果及び指摘・提言事

項等について情報共有・意見交換を行うなど常に連携を図っております。また、会計監査人との連携では、会計監

査人からの定期的な監査報告に監査役、内部監査室が臨席し、会計監査の過程、結果を確認しております。

 
④　会計監査の状況

a　監査法人の名称

太陽有限責任監査法人

 
b　継続監査期間

７年

 
c　業務を執行した公認会計士

当期において業務を執行した公認会計士の氏名は以下のとおりであります。

業務を執行した公認会計士の氏名 所属する監査法人名

指定有限責任社員　業務執行社員 齋藤　哲 太陽有限責任監査法人

指定有限責任社員　業務執行社員 髙田　充規 太陽有限責任監査法人
 

 (注) １．継続年数については、全員７年以内であるため、記載を省略しております。

 
d　監査業務に係る補助者の構成

当社の会計監査業務に係る補助者は、公認会計士５名、その他の補助者４名であります。

 
e　監査法人の選定方針と理由

当社は、会社法に基づく会計監査人及び金融商品取引法に基づく会計監査人である太陽有限責任監査法人による

会計監査を受けております。

同監査法人は2023年12月26日付で、金融庁から契約の新規の締結に関する業務の停止３カ月（2024年１月１日か

ら同年３月31日まで）の処分を受けております。

同監査法人を当社の会計監査人として選任した理由は、2024年１月31日付けで業務改善命令に対応した業務改善

計画を金融庁に提出し既に実行しており、また、監査の継続性の観点からも当社の会計監査人に必要とされる専門

性、独立性、適切性及び監査品質を具備し、当社の事業規模に適した効率的かつ効果的な監査業務を実施している

とともに、当社の事業活動に対する理解に基づき監査する体制を有していることから適任と判断したためでありま

す。

当社は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合は、監査役会の決議によ

り会計監査人の解任又は不再任に関する議案を株主総会の会議の目的とすることとします。また、監査役会は、会

計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合は、監査役全員の同意に基づき、

会計監査人を解任いたします。

 
f　監査役及び監査役会による監査法人の評価

当社の監査役及び監査役会は、監査法人に対して評価を行っております。この評価については、当社の定める

「会計監査人の評価に係る判断基準」に則り、監査役会において会計監査人の監査活動の独立性及び専門性等に関

する評価を行う機会を設け、実施しております。

具体的な評価項目は、以下の４項目に関して合計38の確認事項について評価を行っております。

・監査品質並びに品質管理

・独立性及び職業倫理

・総合的能力（職業的専門家としての専門性）

・監査実施の有効性及び効率性
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⑤　監査報酬の内容等

a　監査公認会計士等に対する報酬

区分

前連結会計年度 当連結会計年度

監査証明業務に
基づく報酬(百万円)

非監査業務に
基づく報酬(百万円)

監査証明業務に
基づく報酬(百万円)

非監査業務に
基づく報酬(百万円)

提出会社 34 ― 34 ―

連結子会社 ― ― ― ―

計 34 ― 34 ―
 

 

b　監査公認会計士等と同一のネットワークに対する報酬（ａを除く）

 該当事項はありません。

 
c　その他の重要な監査証明業務に基づく報酬の内容

前連結会計年度(自　2021年12月１日　至　2022年11月30日)

該当事項はありません。

 
当連結会計年度(自　2022年12月１日　至　2023年11月30日)

該当事項はありません。

 
d　監査報酬の決定方針

当社は、監査報酬の決定方針について特段の定めを設けておりませんが、当社の事業規模、事業の特性、会計監

査人の監査計画の内容、監査時間等の要素を総合的に勘案し、会計監査人と協議の上、監査役会の同意を得て、監

査報酬を決定しております。

 
e　監査役会が会計監査人の報酬等に同意した理由

監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、従前の職務遂行状況・監査実績、報酬見積もりの算出根拠などを確

認し、適切であるかを検討した結果、会計監査人の報酬等の額は適切であると判断したため、会社法第399条第１

項の同意を行っております。
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(4) 【役員の報酬等】

① 役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針

当社は、役員報酬の総額について2010年２月25日開催の第１回定時株主総会の決議において、取締役の報酬限度

額を年額500百万円以内、監査役の報酬限度額を年額50百万円以内とすることを決議しております。なお、当社は

定款にて取締役の員数を６名以内、監査役の員数を５名以内と定めており、同決議日時点の取締役の員数は４名、

監査役の員数は３名であります。また、有価証券報告書の提出日現在、取締役の員数は６名、監査役の員数は３名

となっております。

また、役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する委員会は設立しておりませんが、取締役の個人別の報

酬等の内容に係る決定方針については、2021年２月25日開催の取締役会において以下の通り決議しております。

 
〔取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針〕

１．基本報酬（金銭報酬）の個人別の報酬等の額の決定に関する方針（報酬等を与える時期または条件の決定に

関する方針を含む。）

当社の取締役の基本報酬は、月例の固定報酬とし、各取締役の役位、職責、在任年数に応じて他社水準、

当社の、従業員給与の水準をも考慮しながら、総合的に勘案して決定するものとする。

２．金銭報酬の額、業績連動報酬等の額または非金銭報酬等の額の取締役の個人別の報酬等の額に対する割合の

決定に関する方針

取締役の報酬等は、上記１．の基本報酬のみとし、業績連動報酬等および非金銭報酬等は支給しない。

３．取締役の個人別の報酬等の内容についての決定に関する事項

取締役の個人別の報酬額については、取締役会決議に基づき代表取締役社長がその具体的内容について委

任を受けるものとし、その権限の内容は、各取締役の基本報酬の額とする。

 
なお、監査役の報酬額につきましては、株主総会で決議により定められた上記報酬の範囲内において、監査役の

協議によって決定しております。

また、当事業年度における当社の役員の報酬等の額の決定については、前事業年度に係る定時株主総会終了後の

取締役会・監査役会において決議されております。

 
② 各取締役の報酬等の額の決定の委任に関する事項

　当該事業年度においては、 2023年２月27日開催の取締役会において各取締役の報酬等の額についての決定が代表

取締役社長田島克洋氏に一任されております。当該委任を行う理由は、当社の業績内容、個々の役位や職責、企業

価値向上への貢献度を総合的に勘案して、適時・適切な個人別報酬の内容を決定するためです。代表取締役は決定

方針との整合性を含めた多角的な検討を行っているため、取締役会もその決定を尊重しており、その決定内容が上

記の決定方針に沿うものであると判断しております。

 
③ 役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数

役員区分
報酬等の総額
(百万円)

報酬等の種類別の総額(百万円) 対象となる
役員の員数

(名)固定報酬 業績連動報酬

取締役(社外取締役を除く。) 29 29 ― 3

監査役(社外監査役を除く。) 6 6 ― 1

社外役員 11 11 ― 5
 

 (注)１．上記取締役に支給した報酬には、当社子会社が支給した使用人分給与相当額の総額32百万円が含まれて

おりません。

　　２．当社では、役員退職慰労金制度を導入しておりません。

 

④ 役員ごとの連結報酬等の総額等

報酬等の総額が１億円以上である役員が存在しないため、記載しておりません。

 
⑤ 使用人兼務役員の使用人分給与のうち重要なもの

該当事項はありません。
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(5) 【株式の保有状況】

①　投資株式の区分の基準及び考え方

当社は、保有目的が純投資目的である投資株式と純投資目的以外の目的である投資株式の区分について、専ら

株式の価値の変動又は株式に係る配当によって利益を受けることを目的とする場合を純投資目的の投資株式と

し、それ以外を純投資目的以外の目的である投資株式としております。

 
②　保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式

当社は、保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式について、当該株式を保有することが安定的な取引

関係の構築や当社グループの成長戦略に則った業務提携関係の維持・強化に繋がり、当社の中長期的な企業価値

の向上に資すると判断した場合について、保有していく方針です。保有に際しては、銘柄毎に保有目的が適切

か、取引関係の強化によって得られる効果が、当社グループの中期経営計画に基づいて企業価値向上に資するか

を総合的に検証しております。

 
③　保有目的が純投資目的である投資株式

該当事項はありません。

 
④　当事業年度中に投資株式の保有目的を純投資目的から純投資目的以外の目的に変更したもの

該当事項はありません。

 
⑤　当事業年度中に投資株式の保有目的を純投資目的以外の目的から純投資目的に変更したもの

該当事項はありません。

 
⑥　(株)ファンドクリエーションにおける株式の保有状況

当社及び連結子会社のうち、投資株式の貸借対照表計上額(投資株式計上額)が最も大きい会社(最大保有会社)

である(株)ファンドクリエーションについては以下のとおりであります。

ａ．保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式

イ．保有方針及び保有の合理性を検証する方法並びに個別銘柄の保有の適否に関する取締役会等における検証

の内容

親会社である当社に準じております。

 
ロ．銘柄数及び貸借対照表計上額

 
銘柄数
(銘柄)

貸借対照表計上額の
合計額(百万円)

非上場株式 1 29

非上場株式以外の株式 1 119
 

 
（当事業年度において株式数が増加した銘柄）

該当事項はありません。

 
（当事業年度において株式数が減少した銘柄）

該当事項はありません。
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ハ．特定投資株式及びみなし保有株式の銘柄ごとの株式数、貸借対照表計上額等に関する情報

 
特定投資株式

銘柄

当事業年度 前事業年度
保有目的、業務提携等の概要、

定量的な保有効果
及び株式数が増加した理由

当社の
株式の
保有の
有無

株式数(株) 株式数(株)

貸借対照表計上額
(百万円)

貸借対照表計上額
(百万円)

アイザワ証券グループ
株式会社

100,000 100,000 業務上の取引関係の維持強化
のため、保有しております。

有
119 68

 

(注)上記銘柄の定量的な保有効果は記載が困難であるため、記載しておりません。保有の合理性は②で記

載の方法により検証しております。

 
みなし保有株式

該当事項はありません。

 
ｂ．保有目的が純投資目的である投資株式

区分

当事業年度 前事業年度

銘柄数
(銘柄)

貸借対照表計
上額の合計額
(百万円)

銘柄数
(銘柄)

貸借対照表計
上額の合計額
(百万円)

非上場株式 2 15 2 15

非上場株式以外の株式 5 114 5 106
 

 

区分

当事業年度

受取配当金の
合計額(百万円)

売却損益の
合計額(百万円)

評価損益の
合計額(百万円)

非上場株式 ― ― ―

非上場株式以外の株式 1 ― 35
 

 
ｃ．当事業年度中に投資株式の保有目的を純投資目的から純投資目的以外の目的に変更したもの

該当事項はありません。

 
ｄ．当事業年度中に投資株式の保有目的を純投資目的以外の目的から純投資目的に変更したもの

該当事項はありません。
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第５ 【経理の状況】

 

１．連結財務諸表及び財務諸表の作成方法について

(1) 当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号)に

基づいて作成しております。

 

 
(2) 当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号。以下「財

務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　　また、当社は、特例財務諸表提出会社に該当し、財務諸表等規則第127条の規定により財務諸表を作成しておりま

す。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、連結会計年度(2022年12月１日から2023年11月30日ま

で)の連結財務諸表及び事業年度(2022年12月１日から2023年11月30日まで)の財務諸表について太陽有限責任監査法人

による監査を受けております。

 
３．連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて

当社は、連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っています。具体的には、会計基準等の内容

を適切に把握し、会計基準等の変更等に適切に対応するため、公益財団法人財務会計基準機構へ加入し、また、監査

法人等が主催する研修等に積極的に参加しております。
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１ 【連結財務諸表等】

(1) 【連結財務諸表】

① 【連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2022年11月30日)

当連結会計年度
(2023年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 828 1,535

  売掛金 ※４  68 ※４  97

  未収入金 126 55

  有価証券 ※１  106 ※１  114

  営業投資有価証券 352 ※３  343

  棚卸資産 ※１,※２  771 ※１,※２  2,100

  未成工事支出金 1,228 －

  前渡金 240 31

  短期貸付金 33 312

  立替金 1 1

  その他 ※１  35 ※１  203

  流動資産合計 3,793 4,796

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 21 21

    減価償却累計額 △15 △16

    建物及び構築物（純額） 5 4

   工具、器具及び備品 39 41

    減価償却累計額 △25 △28

    工具、器具及び備品（純額） 14 12

   土地 402 402

   有形固定資産合計 422 419

  無形固定資産   

   その他 4 3

   無形固定資産合計 4 3

  投資その他の資産   

   投資有価証券 ※１  103 ※１  172

   長期貸付金 145 145

   敷金及び保証金 58 57

   繰延税金資産 22 4

   その他 ※３  23 55

   投資その他の資産合計 353 434

  固定資産合計 779 858

 繰延資産   

  開業費 11 16

  繰延資産合計 11 16

 資産合計 4,584 5,670
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2022年11月30日)

当連結会計年度
(2023年11月30日)

負債の部   

 流動負債   

  短期借入金 ※１  1,130 ※１  519

  1年内返済予定の長期借入金 ※１  34 ※１  153

  短期社債 － 300

  未払金 ※１  87 ※１  140

  未払法人税等 24 73

  賞与引当金 42 53

  役員賞与引当金 － 12

  投資損失引当金 14 14

  預り金 3 48

  前受収益及び契約負債 ※４  12 ※４  247

  その他 68 33

  流動負債合計 1,420 1,597

 固定負債   

  長期借入金 ※１  492 ※１  1,217

  繰延税金負債 2 8

  その他 7 2

  固定負債合計 502 1,228

 負債合計 1,922 2,826

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,179 1,180

  資本剰余金 674 677

  利益剰余金 770 915

  自己株式 △1 △1

  株主資本合計 2,623 2,772

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 38 71

  その他の包括利益累計額合計 38 71

 非支配株主持分 0 0

 純資産合計 2,662 2,844

負債純資産合計 4,584 5,670
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② 【連結損益計算書及び連結包括利益計算書】

【連結損益計算書】

           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(自 2021年12月１日
　至 2022年11月30日)

当連結会計年度
(自 2022年12月１日
　至 2023年11月30日)

売上高   

 不動産等売上高 742 3,152

 受取手数料等 943 983

 売上高合計 ※１  1,686 ※１  4,136

売上原価   

 不動産等売上原価 610 2,804

 支払手数料等 219 267

 売上原価合計 830 3,072

売上総利益 856 1,064

販売費及び一般管理費 ※２  572 ※２  713

営業利益 283 350

営業外収益   

 受取利息 0 1

 受取配当金 3 3

 為替差益 11 14

 その他 0 2

 営業外収益合計 16 23

営業外費用   

 デリバティブ損失 2 －

 支払利息 12 43

 資金調達費用 12 21

 その他 － 9

 営業外費用合計 27 74

経常利益 272 299

特別利益   

 子会社清算益 0 －

 特別利益合計 0 －

特別損失   

 固定資産除却損 0 －

 賃貸借契約解約損 2 －

 特別損失合計 2 －

匿名組合損益分配前税金等調整前当期純利益 271 299

匿名組合損益分配額 － 0

税金等調整前当期純利益 271 298

法人税、住民税及び事業税 52 107

法人税等調整額 △8 7

法人税等合計 43 114

当期純利益 227 184

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に
帰属する当期純損失（△）

△0 1

親会社株主に帰属する当期純利益 227 183
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【連結包括利益計算書】

           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(自 2021年12月１日
　至 2022年11月30日)

当連結会計年度
(自 2022年12月１日
　至 2023年11月30日)

当期純利益 227 184

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △21 33

 為替換算調整勘定 △0 －

 その他の包括利益合計 ※１  △22 ※１  33

包括利益 205 218

（内訳）   

 親会社株主に係る包括利益 205 216

 非支配株主に係る包括利益 △0 1
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③ 【連結株主資本等変動計算書】

前連結会計年度(自　2021年12月１日　至　2022年11月30日)

 (単位：百万円)

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,179 674 581 △1 2,433

当期変動額      

新株の発行 0 0   1

剰余金の配当   △37  △37

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
    －

親会社株主に帰属する

当期純利益
  227  227

連結範囲の変動   △0  △0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
     

当期変動額合計 0 0 189 － 190

当期末残高 1,179 674 770 △1 2,623
 

 

 

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 59 0 60 3 0 2,497

当期変動額       

新株の発行      1

剰余金の配当      △37

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
     －

親会社株主に帰属する

当期純利益
     227

連結範囲の変動      △0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△21 △0 △22 △3 △0 △26

当期変動額合計 △21 △0 △22 △3 △0 164

当期末残高 38 － 38 － 0 2,662
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当連結会計年度(自　2022年12月１日　至　2023年11月30日)

 (単位：百万円)

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,179 674 770 △1 2,623

当期変動額      

新株の発行 0 0   1

剰余金の配当   △37  △37

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
 1   1

親会社株主に帰属する

当期純利益
  183  183

連結範囲の変動     －

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
     

当期変動額合計 0 2 145 － 148

当期末残高 1,180 677 915 △1 2,772
 

 

 

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 38 38 0 2,662

当期変動額     

新株の発行    1

剰余金の配当    △37

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
   1

親会社株主に帰属する

当期純利益
   183

連結範囲の変動    －

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
33 33 △0 33

当期変動額合計 33 33 △0 182

当期末残高 71 71 0 2,844
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④ 【連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(自 2021年12月１日
　至 2022年11月30日)

当連結会計年度
(自 2022年12月１日
　至 2023年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前当期純利益 271 298

 減価償却費 8 5

 受取利息及び受取配当金 △4 △5

 支払利息 12 43

 為替差損益（△は益） △9 △4

 売上債権の増減額（△は増加） △39 △29

 有価証券の増減額（△は増加） 10 △8

 賞与引当金の増減額（△は減少） △4 11

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） － 12

 営業投資有価証券の増減額（△は増加） △15 △5

 棚卸資産の増減額（△は増加） △391 △1,328

 未成工事支出金の増減額（△は増加） △834 1,228

 前渡金の増減額（△は増加） △215 204

 未収入金の増減額（△は増加） △18 △3

 立替金の増減額（△は増加） 0 0

 前払費用の増減額（△は増加） △0 △3

 未払消費税等の増減額（△は減少） △69 △191

 未払金の増減額（△は減少） 17 52

 預り金の増減額（△は減少） 9 0

 匿名組合出資預り金の増減額（△は減少） － 37

 前受収益及び契約負債の増減額（△は減少） △9 220

 その他 13 △10

 小計 △1,268 524

 利息及び配当金の受取額 3 3

 利息の支払額 △13 △32

 法人税等の支払額 △151 △71

 法人税等の還付額 25 100

 営業活動によるキャッシュ・フロー △1,403 524

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △2 △1

 無形固定資産の取得による支出 △1 △0

 短期貸付金の純増減額（△は増加） △33 △279

 長期貸付けによる支出 △20 －

 投資有価証券の取得による支出 － △10

 その他 0 △4

 投資活動によるキャッシュ・フロー △57 △295
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           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(自 2021年12月１日
　至 2022年11月30日)

当連結会計年度
(自 2022年12月１日
　至 2023年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 977 △610

 長期借入れによる収入 520 1,420

 長期借入金の返済による支出 △41 △575

 社債の発行による収入 － 300

 社債の償還による支出 △250 －

 配当金の支払額 △37 △37

 新株予約権の買入消却による支出 △3 －

 資金調達費用の支払による支出 △12 △21

 その他 － 0

 財務活動によるキャッシュ・フロー 1,152 474

現金及び現金同等物に係る換算差額 9 4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △298 707

現金及び現金同等物の期首残高 1,126 828

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 0 －

現金及び現金同等物の期末残高 ※１  828 ※１  1,535
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【注記事項】

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１．連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数9社　　

連結子会社の名称

 「第１　企業の概況　４　関係会社の状況」に記載しているため省略しております。

(2) 主要な非連結子会社の名称等

リンキンオリエント第一号投資事業有限責任組合

(連結の範囲から除いた理由)

上記の非連結子会社は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等からみて、重要

性が乏しいため連結の範囲から除いております。

(3) 開示対象特別目的会社

開示対象特別目的会社の概要、開示対象特別目的会社を利用した取引の概要及び開示対象特別目的会社との取引

金額等については、「開示対象特別目的会社関係」に記載しております。

 
２.　持分法の適用に関する事項

　(1) 持分法を適用した関連会社の数

該当事項はありません。

 (2) 持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社のうち主要な会社等の名称

非連結子会社　リンキンオリエント第一号投資事業有限責任組合

(持分法を適用しない理由)

持分法非適用会社は、当期純損益(持分に見合う額)及び利益剰余金(持分に見合う額)等からみて、持分法の対

象から除いても連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性がないため、持分法の適用範

囲から除外しております。

 
３．連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結子会社のうち、FC Investment Ltd.は８月31日、湯布院塚原ソーラー・エナジー(同)・湯布院塚原プロパ

ティー(同)は、10月31日が決算日であります。連結財務諸表の作成に当たっては、連結決算日現在で実施した仮決

算に基づく財務諸表を使用しております。その他の連結子会社の事業年度の末日は連結決算日と一致しておりま

す。

 

４．会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

イ　売買目的有価証券

時価法(売却原価は移動平均法により算定)

ロ　その他有価証券(営業投資有価証券を含む)

①　市場価格のない株式等以外のもの

時価法

評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定しております。

②　市場価格のない株式等

移動平均法に基づく原価法

金融商品取引法第２条第２項により有価証券とみなされるものについては、入手可能な最近の決算書を基

礎とし、持分相当額を純額で取り込む方法により算定しております。

ハ　棚卸資産

個別法による原価法(連結貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)により算定し

ております。

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ　有形固定資産

定率法を採用しております。

ただし、建物(建物附属設備を除く)及び構築物、並びに2016年４月１日以後に取得した建物附属設備につい

ては定額法によっております。
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なお、主な耐用年数は以下の通りであります。

建物及び構築物　　　６～30年

工具、器具及び備品　３～20年

ロ　無形固定資産

ソフトウエア

自社利用のソフトウエアについては、社内における使用可能期間(５年)に基づく定額法によっております。

(3) 重要な引当金の計上基準

イ　貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、当社及び連結子会社は、一般債権については貸倒実績率により、ま

た貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

ロ　賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込み額に基づき当連結会計年度に見合う分を計上

しております。

ハ　役員賞与引当金

役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込み額に基づき当連結会計年度に見合う分を計上し

ております。

ニ　投資損失引当金

投資等について将来発生する可能性のある損失に備えるため、投資先の財政状態等を勘案し、必要と認めら

れる金額を計上しております。

(4）重要な収益及び費用の計上基準

　当社グループの顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行

義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は、以下の通りであります。

　また、約束した対価の金額は、おおむね一年以内に受領しており、重要な金融要素は含まれておりません。

イ　不動産等売買

取得した不動産等の販売をする事業を行っております。

顧客との売買契約に基づき、物件の引き渡しを行った時点で履行義務が充足されると判断し、当該時点にお

いて収益を認識しております。

ロ　不動産開発

取得した土地の価値最大化につながる開発・新築等を行い、販売しております。収益認識については不動産

等売買と同じです。

ハ　不動産仲介

顧客との仲介・媒介契約に基づき、不動産売買契約あるいは賃貸契約が成立した時点で履行義務が充足され

ると判断し、当該時点において収益を認識しております。

ニ　資産運用管理

ファンドの組成・運用・管理を行っております。

顧客との契約に基づき、資産の運用・管理では一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、契約書

に基づく当該期間において収益を認識しております。

資産の取得・売却等に関しては売買契約等が成立した時点で履行義務が充足されると判断し、当該時点にお

いて収益を認識しております。

ホ　金融商品仲介

有価証券の売買において売主と買主の間に立ち、契約を成立させております。

顧客との業務委託契約に基づき、売買契約が成立した時点で履行義務が充足されると判断し、当該時点で収

益を認識しております。

ヘ　リース事業

車両リースバック事業、不動産賃貸業を行っております。

リース料、賃料収入については、顧客との契約から生じる収益の対象外となり、「リース取引に関する会計

基準」（企業会計基準第13号2007年3月30日）に基づき収益を認識しております。

(5) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。なお、在外子会社等の資産又は負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中

平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び非支配株主持分に含めて計上

しております。

(6) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負

わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。
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(7) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

イ　開業費

開業のときから５年以内のその効果の及ぶ期間にわたり均等償却する方法によっております。

ロ　グループ通算制度の適用

グループ通算制度を適用しております。

 
(重要な会計上の見積り)

長期貸付金の評価（回収可能性）について

　（１）当連結会計年度の連結財務諸表に計上した金額

 前連結会計年度 当連結会計年度

MM2（同）に対する長期貸付金 145百万円 145百万円
 

 
　（２）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

MM２（同）は、㈱ファンドクリエーションがアセットマネジメント業務を受託している、民泊等宿泊事業を営

む事業型ファンドであります。

このMM２（同）の運用資金として、当社の連結子会社である㈱ファンドクリエーションが145百万円を融資して

おります。

新型コロナウイルス感染症による経済活動停滞の影響等により民泊事業等を営むMM２（同）においては財政状

態が悪化しておりましたが、水際対策の撤廃を機にインバウンド需要は本格的な回復基調に入り、足元の円安も

追い風となってMM2（同）が策定した事業計画は順調に推移してまいりました。

㈱ファンドクリエーションは、上記事業計画について、現時点で公表されている官公庁やホテル業界関連の各

種統計情報等を踏まえ、インバウンド需要の民泊等宿泊事業への影響等を加味して将来キャッシュ・フローを見

積り、同社に対する貸付金の回収可能性を評価しています。その結果、現時点では貸付金の回収は可能と判断し

ております。

但し、現時点では予想できないさらなる外部環境の変化等によって、同社に対する貸付金が回収できないと評

価された場合は、将来の当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

 
(会計方針の変更)

(時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用)

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に

定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用する

ことといたしました。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

また、「金融商品関係」注記の金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項における投資信託に関する

注記事項においては、時価算定会計基準適用指針第27-3項に従って、前連結会計年度に係るものについては記載

しておりません。
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(未適用の会計基準等)

・「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日）　

・「包括利益の表示に関する会計基準」（企業会計基準第25号　2022年10月28日）

・「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　2022年10月28日）　

（１）　概要

その他の包括利益に対して課税される場合の法人税等の計上区分及びグループ法人税制が適用される場

合の子会社株式等の売却に係る税効果の取扱いを定めるものであります。

（２）　適用予定日

　　　2025年11月期の期首より適用する予定であります。

（３）　当該会計基準等の適用による影響　

　　　影響額は、当連結財務諸表の作成時において評価中であります。

 
 

(表示方法の変更)

（連結貸借対照表）

　前連結会計年度において、「流動資産」に掲記しておりました「販売用不動産」は、その内容に合わせて当連

結会計年度より、「棚卸資産」として表示することとしております。

この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。この結果、

前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」の「販売用不動産」に表示していた771百万円は、「棚

卸資産」771百万円として組み替えております。

 
　前連結会計年度まで「流動資産」の「その他」に含めていた「短期貸付金」は、金額的重要性が増したため、

当連結会計年度より、独立掲記することとしております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年

度の連結財務諸表の組替えを行っております。この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資

産」の「その他」に表示していた68百万円は、「短期貸付金」33百万円、「その他」35百万円として組み替えて

おります。

 
（連結キャッシュ・フロー計算書）

　前連結会計年度において「投資活動によるキャッシュ・フロー」に独立掲記していた「短期貸付けによる支

出」と「短期貸付金の回収による収入」は、期間が短く、かつ、回転が速い貸付金に係るものであり、キャッ

シュ・フローの状況をより明瞭に表示するため、当連結会計年度より「短期貸付金の純増減額（△は増加）」と

純額表示に変更しております。

　この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「投資活動によるキャッシュ・フ

ロー」の「短期貸付けによる支出」に表示していた△33百万円は、「短期貸付金の純増減額（△は増加）」△33

百万円として組み替えております。
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(連結貸借対照表関係)

※１．担保資産及び担保付債務

担保に供している資産は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度
(2022年11月30日)

当連結会計年度
(2023年11月30日)

棚卸資産 661百万円 1,689百万円

有価証券 106 114 

投資有価証券 98 149 

流動資産その他 4 5 
 

有価証券は、信用取引保証金の代用として差し入れております。

上記のほか、当連結会計年度において、連結上消去されている出資金963百万円、子会社株式0百万円を短期借入

金の担保に供しております。

 
担保付債務は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2022年11月30日)

当連結会計年度
(2023年11月30日)

短期借入金 1,127百万円 379百万円

未払金 31 32 

１年内返済予定の長期借入金 19 60 

長期借入金 492 1,125 
 

 
※２. 棚卸資産の内訳は次の通りであります。

 
前連結会計年度

(自　2021年12月１日
至　2022年11月30日)

当連結会計年度
(自　2022年12月１日
至　2023年11月30日)

商品 －百万円 210百万円

販売用不動産 771 1,889 
 

 
※３．非連結子会社及び関連会社に対するものは、次の通りであります。

 
前連結会計年度
(2022年11月30日)

当連結会計年度
(2023年11月30日)

出資金 5百万円 －百万円

営業投資有価証券 － 5 
 

 
※４. 売掛金のうち顧客との契約から生じた債権の金額並びに前受収益及び契約負債のうち契約負債の金額について

は、連結財務諸表「注記事項（収益認識関係）（3）①顧客との契約から生じた債権及び契約資産・契約負債の残高

等」に記載しております。
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(連結損益計算書関係)

※１. 顧客との契約から生じる収益

売上高については、顧客との契約から生じる収益及びそれ以外の収益を区分して記載しておりません。顧客との契

約から生じる収益の金額は、財務諸表「注記事項（収益認識関係）（1）顧客との契約から生じる収益を分解した情

報」に記載しております。

 
※２．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

(自　2021年12月１日
至　2022年11月30日)

当連結会計年度
(自　2022年12月１日
至　2023年11月30日)

給与手当 187百万円 204百万円

役員報酬 57 58 

支払手数料 122 178 

賞与引当金繰入額 42 53 

役員賞与引当金繰入額 － 12 
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(連結包括利益計算書関係)

※１．その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

 

 
前連結会計年度

(自　2021年12月１日
至　2022年11月30日)

当連結会計年度
(自　2022年12月１日
至　2023年11月30日)

その他有価証券評価差額金     

  当期発生額 △32百万円 51百万円

  組替調整額 － － 

    税効果調整前 △32 51 

    税効果額 10 △17 

   その他有価証券評価差額金 △21 33 

為替換算調整勘定     

　当期発生額 0 － 

　組替調整額 △0 － 

　　為替換算調整勘定 △0 － 

　　その他の包括利益合計 △22 33 
 

 
(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自　2021年12月１日　至　2022年11月30日)

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度
期首株式数(株)

当連結会計年度
増加株式数(株)

当連結会計年度
減少株式数(株)

当連結会計年度末
株式数(株)

発行済株式     

普通株式 37,649,371 19,000 － 37,668,371

合計 37,649,371 19,000 － 37,668,371

自己株式     

普通株式 12,501 － － 12,501

合計 12,501 － － 12,501
 

 (変動事由の概要)

　株式報酬制度に伴う譲渡制限付株式として従業員に付与したことによる増加　19,000株

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

区分 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる
株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数(株) 当連結会計
年度末残高
(百万円)

当連結会計
年度期首

当連結会計
年度増加

当連結会計
年度減少

当連結
会計年度末

提出会社 2019年第８回新株予約権 普通株式 7,000,000 － 7,000,000 － －

合計 7,000,000 － 7,000,000 － －
 

(変動事由の概要)

　2019年第８回新株予約権の全部を取得及び消却したことによる減少　7,000,000株

 
３．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

2022年２月25日
定時株主総会

普通株式 37 1 2021年11月30日 2022年２月28日
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(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2023年２月27日
定時株主総会

普通株式 37 利益剰余金 1 2022年11月30日 2023年２月28日
 

 
当連結会計年度(自　2022年12月１日　至　2023年11月30日)

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度
期首株式数(株)

当連結会計年度
増加株式数(株)

当連結会計年度
減少株式数(株)

当連結会計年度末
株式数(株)

発行済株式     

普通株式（注.1） 37,668,371 18,000 － 37,686,371

合計 37,668,371 18,000 － 37,686,371

自己株式     

普通株式（注.2） 12,501 20,800 － 33,301

合計 12,501 20,800 － 33,301
 

 (変動事由の概要)

　（注.1）株式報酬制度に伴う譲渡制限付株式として従業員に付与したことによる増加　18,000　株

　（注.2）株式報酬制度に伴う譲渡制限付株式の無償取得による増加　20,800　株

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　　該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

2023年２月27日
定時株主総会

普通株式 37 1 2022年11月30日 2023年２月28日
 

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2024年２月28日
定時株主総会

普通株式 37 利益剰余金 1 2023年11月30日 2024年２月29日
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１．現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前連結会計年度

(自　2021年12月１日
至　2022年11月30日)

当連結会計年度
(自　2022年12月１日
至　2023年11月30日)

現金及び預金勘定 828百万円 1,535百万円

預入期間が３か月を超える
定期預金

－ － 

現金及び現金同等物 828 1,535 
 

 

(リース取引関係)

１．オペレーティング・リース取引

(借主側)

オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2022年11月30日)

当連結会計年度
(2023年11月30日)

１年内 76 444

１年超 159 869

合計 236 1,313
 

 

(貸主側)

オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2022年11月30日)

当連結会計年度
(2023年11月30日)

１年内 80 466

１年超 167 912

合計 247 1,379
 

 

EDINET提出書類

株式会社ファンドクリエーショングループ(E22612)

有価証券報告書

 68/108



 

(金融商品関係)

１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社グループは、一時的な余裕資金は、安全性の高い金融資産で運用し、事業資金は銀行借入又は社債発行等に

より調達しております。デリバティブは、資金の借入・運用等に係るいわゆる市場リスク(為替相場変動リスク及び

借入金利変動リスク)を回避するために利用し、投機目的のデリバティブ取引は行わない方針であります。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク

有価証券及び営業投資有価証券並びに投資有価証券は、売買目的、投資目的、業務上の関係を有する企業の株式

等であり、発行体の信用リスク又は市場価格の変動リスクに晒されております。短期借入金、短期社債、１年内返

済予定の長期借入金及び長期借入金は、主に事業資金及び運転資金等に必要な資金の調達を目的としたものであり

ます。

(3) 金融商品に係るリスク管理体制

当社グループは、「リスクマネジメント基本規程」等の社内規程に基づき、グループ全体のリスク管理を統括す

るとともに法令等の遵守を徹底した業務運営を目指すコンプライアンス委員会等を通じてリスクに関わる諸問題の

解決・改善を図る体制を敷いております。

イ．信用リスクの管理

取引先の倒産や信用状況の悪化等により、営業債権や貸付金などの元本や利息の価値が減少ないし消失するこ

とにより損失を被るリスクをいい、信用リスクに対する当社グループの管理は以下の通りであります。

・営業債権、短期貸付金

　「経理規程」及び各部門の各業務管理規程等に従い、管理部及び各部門が必要に応じ取引先の調査及び分

析、未回収額の迅速な原因分析を行い、信用リスクの軽減を図っております。

・有価証券、営業投資有価証券、投資有価証券

　管理部が担当部門と連携して時価や市況、発行体（主として取引先企業）の財務状況等を把握し、市場価

格のある有価証券等については毎月開催の定例取締役会において報告しております。また、必要に応じて営

業投資有価証券評価損及び投資損失引当金を計上しております。

ロ．市場リスクの管理

為替、金利、有価証券等の市場要因が変動することにより、資産・負債の価値が変動して損失を被るリスクを

いい、市場リスクに対する当社グループの管理は以下の通りであります。

・為替リスク

　外貨建ての預金及び営業債権・債務残高は僅少のため、為替リスクを管理する重要性は低く、今後、その

重要性が高まってきた場合には、先物為替予約等を利用しヘッジします。

・金利リスク

　原則として固定金利により資金調達しますが、変動金利での資金調達を行い、かつ財務諸表に重要な影響

が発生する恐れのある場合は、金利スワップ取引を利用してヘッジします。

ハ．流動性リスクの管理

必要な資金確保が困難となることや通常よりも著しく高い金利での資金調達を余儀なくされることにより損失

を被るリスクをいい、当社グループは、事業計画及び月次業績報告書等に基づき、管理部が資金繰り計画を作

成・更新することにより、資金繰り状況を常に把握し、手元流動性を維持・確保しております。

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含まれ

ております。当該価額の算定においては、変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することによ

り、当該価額が変動することがあります。

(5) 信用リスクの集中

当連結会計年度の連結決算日現在において営業債権は、特定の大口顧客に偏ってはおりません。
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２．金融商品の時価等に関する事項

前連結会計年度(2022年11月30日)

連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の通りであります。

　(単位：百万円)

 
連結貸借対照表
計　　上　　額

時価 差額

（１）有価証券及び営業投資有価証券、
　　 投資有価証券

480 480 －

　 ①　売買目的有価証券 106 106 －

 　②　その他有価証券 374 374 －

資産計 480 480 －

（１）長期借入金（１年以内返済予定
の　長期借入金を含む）

527 527 △0

負債計 527 527 △0
 

（注）（１）「現金及び預金」「短期借入金」については、現金であること及び短期間で決済されるため時価が帳簿

価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

　　　（２）市場価格のない株式等は、「（1）有価証券及び営業投資有価証券、投資有価証券」には含まれておりま

せん。当該金融商品の連結貸借対照表計上額は以下の通りです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

区分 前連結会計年度

非上場株式  

　営業投資有価証券 15

　投資損失引当金 △14

　小計 0

　その他有価証券 29

 資産計 30
 

 
（３）連結貸借対照表に持分相当額を純額で計上する組合その他これに準ずる事業体への出資については記載

を省略しております。当該出資の貸借対照表計上額は営業投資有価証券36百万円であります。

 
（４）金銭債権の連結決算日後の償還予定額

(単位：百万円)

 １年以内
１年超

５年以内

５年超

10年以内
10年超

現金及び預金 828 － － －

合計 828 － － －
 

 
（５）社債、借入金の連結決算日後の返済予定額

(単位：百万円)

 １年以内
１年超

２年以内

２年超

３年以内

３年超

４年以内

４年超

５年以内
５年超

短期借入金 1,130 － － － － －

長期借入金 34 269 223 － － －

合計 1,165 269 223 － － －
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当連結会計年度(2023年11月30日)

連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の通りであります。

　(単位：百万円)

 
連結貸借対照表
計　　上　　額

時価 差額

（１）有価証券及び営業投資有価証券、
　　 投資有価証券

540 540 －

　 ①　売買目的有価証券 114 114 －

 　②　その他有価証券 425 425 －

資産計 540 540 －

（１）長期借入金（１年以内返済予定
の　長期借入金を含む）

1,371 1,371 －

負債計 1,371 1,371 －
 

（注）（１）「現金及び預金」「売掛金」「短期貸付金」「短期借入金」「短期社債」については、現金であること

及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しておりま

す。

　　　（２）市場価格のない株式等は、「（1）有価証券及び営業投資有価証券、投資有価証券」には含まれておりま

せん。当該金融商品の連結貸借対照表計上額は以下の通りです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

区分  当連結会計年度

非上場株式  

　営業投資有価証券 15

　投資損失引当金 △14

　小計 0

　その他有価証券 29

 資産計 30
 

 
（３）連結貸借対照表に持分相当額を純額で計上する組合その他これに準ずる事業体への出資については含め

ておりません。当該出資の貸借対照表計上額は営業投資有価証券27百万円、投資有価証券18百万円であ

ります。

 
（４）金銭債権の連結決算日後の償還予定額

(単位：百万円)

 １年以内
１年超

５年以内

５年超

10年以内
10年超

現金及び預金 1,535 － － －

売掛金 97 － － －

短期貸付金 312 － － －

合計 1,945 － － －
 

 
（５）社債、借入金の連結決算日後の返済予定額

(単位：百万円)

 １年以内
１年超

２年以内

２年超

３年以内

３年超

４年以内

４年超

５年以内
５年超

短期社債 300 － － － － －

短期借入金 519 － － － － －

長期借入金 153 1,198 19 － － －

合計 973 1,198 19 － － －
 

EDINET提出書類

株式会社ファンドクリエーショングループ(E22612)

有価証券報告書

 71/108



 

 
３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類

しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時

　　　　　　　　価の算定の対象となる同一の資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算

　　　　　　　　定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属す

るレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
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　①時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

前連結会計年度(2022年11月30日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券及び営業投資有価証
券、投資有価証券

    

　　売買目的有価証券 106 － － 106

　　その他有価証券 73 － － 73

資産計 179 － － 179
 

（注）投資信託の時価は上記には含めておりません。投資信託の連結貸借対照表計上額は300百万円であります。

 
当連結会計年度(2023年11月30日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券及び営業投資有価証
券、投資有価証券

    

　　売買目的有価証券 114 － － 114

　　その他有価証券 124 300 － 425

資産計 239 300 － 540
 

 
 

　②時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

前連結会計年度(2022年11月30日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

　長期借入金 － 527 － 527

負債計 － 527 － 527
 

 

当連結会計年度(2023年11月30日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

　長期借入金 － 1,371 － 1,371

負債計 － 1,371 － 1,371
 

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

有価証券及び営業投資有価証券、投資有価証券

　上場株式は取引所の価格によって評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価を

レベル１の時価に分類しております。投資信託は、運用会社から提示された価格により評価しております。活発

な市場における相場価格とは認められないため、その時価をレベル２の時価に分類しております。

長期借入金

　長期借入金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、当社グループの信用状態は借入

実行後と大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額に

よっております。固定金利によるものは、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割

り引いて算定する方法によっております。以上のことから、レベル２の時価に分類しております。
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(有価証券関係)

１．売買目的有価証券

(単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2022年11月30日)

当連結会計年度
(2023年11月30日)

連結会計年度の損益に含まれた評価差額 7 9
 

 

２．その他有価証券

前連結会計年度(2022年11月30日)

 種類
連結貸借対照表計上

額
(百万円)

取得原価
(百万円)

差額
(百万円)

連結貸借対照表
計上額が取得原価を
超えるもの

営業投資有価証券    

(1) 株式 ― ― ―

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 300 300 0

小計 300 300 0

投資有価証券    

(1) 株式 68 15 52

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 4 1 3

小計 73 16 56

合計 374 316 57

連結貸借対照表
計上額が取得原価を
超えないもの

営業投資有価証券    

(1) 株式 ― ― ―

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 ― ― ―

小計 ― ― ―

投資有価証券    

(1) 株式 ― ― ―

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 ― ― ―

小計 ― ― ―

合計 ― ― ―

総計 374 316 57
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当連結会計年度(2023年11月30日)

 種類
連結貸借対照表計上

額
(百万円)

取得原価
(百万円)

差額
(百万円)

連結貸借対照表
計上額が取得原価を
超えるもの

営業投資有価証券    

(1) 株式 ― ― ―

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 300 300 0

小計 300 300 0

投資有価証券    

(1) 株式 119 15 104

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 4 1 3

小計 124 16 107

合計 425 316 108

連結貸借対照表
計上額が取得原価を
超えないもの

営業投資有価証券    

(1) 株式 ― ― ―

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 ― ― ―

小計 ― ― ―

投資有価証券    

(1) 株式 ― ― ―

(2) 債券 ― ― ―

(3) その他 ― ― ―

小計 ― ― ―

合計 ― ― ―

総計 425 316 108
 

 
３．当連結会計年度中に売却したその他有価証券

前連結会計年度(自　2021年12月１日　至　2022年11月30日)

　該当事項はありません。

当連結会計年度(自　2022年12月１日　至　2023年11月30日)

　該当事項はありません。

 

４．減損処理を行った有価証券

前連結会計年度において減損処理は行っておりません。

当連結会計年度において減損処理は行っておりません。

なお、減損処理にあたっては、期末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合には全て減損処理を行

い、30～50％程度下落した場合には、回復可能性等を考慮して必要と認められた額について減損処理を行うことにし

ております。また、時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は帳簿価額に対して実質価額が原則とし

て50％以上下落した有価証券のうち、一定期間の業績の推移等を勘案のうえ、実質価額の回復可能性が十分な根拠に

よって裏付けられる有価証券を除き、全て減損処理を行うことにしております。
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(税効果会計関係)

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 

 
前連結会計年度
(2022年11月30日)

当連結会計年度
(2023年11月30日)

繰延税金資産     

　税務上の繰越欠損金（注） 51百万円 45百万円

　未払事業税 － 7 

　未払賞与 13 17 

　営業権償却費否認 11 11 

　関係会社出資金評価損 2 － 

　繰越外国税金等 45 47 

　その他 19 16 

繰延税金資産小計 144 146 

税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 (注) △24 △37 

将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △80 △74 

評価性引当額小計 △104 △112 

繰延税金資産合計 39 33 

繰延税金負債     

　その他有価証券評価差額金 △19 △37 

繰延税金負債合計 △19 △37 

繰延税金資産及び繰延税金負債の純額 20 △4 
 

 
(注) 税務上の繰越欠損金及びその繰延税金資産の繰越期限別の金額

前連結会計年度（2022年11月30日）

 １年以内
１年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内

５年超 合計

税務上の繰越欠損金(a) 3 1 0 0 10 35  51百万円

評価性引当額 △0 △1 △0 △0 △0 △21  △24 〃

繰延税金資産 3 0 0 0 9 14 (b) 27 〃
 

(a) 税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。

(b) 税務上の繰越欠損金に係る繰延税金資産は、連結子会社の将来の課税所得見込を考慮した結果、回収可能と

判断しております。
 

当連結会計年度（2023年11月30日）

 １年以内
１年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内

５年超 合計

税務上の繰越欠損金(a) 1 0 0 0 0 43  45百万円

評価性引当額 △1 △0 △0 △0 △0 △35 　△37 〃

繰延税金資産 － 0 0 0 － 7 (b) 7 〃
 

(a) 税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。

(b) 税務上の繰越欠損金に係る繰延税金資産は、連結子会社の将来の課税所得見込を考慮した結果、回収可能と

判断しております。
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２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となった

主要な項目別の内訳

 

 
前連結会計年度
(2022年11月30日)

当連結会計年度
(2023年11月30日)

法定実効税率 30.62％ 30.62％

（調整）     

　評価性引当額の増減 △5.98  7.87 

　受取配当金等 △35.93 △26.81 

　受取配当金消去 33.88 25.61 

　交際費等永久差異 3.03 △1.71 

　住民税均等割 1.00 0.91 

　税率差異 △0.23 2.43 

　外国関係会社に係る外国税額控除等調整額 △9.65 0.86 

　その他 △0.62 △1.53 

税効果会計適用後の法人税等の負担率 16.12 38.25 
 

 
３．法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理

当社及び一部の国内連結子会社は、当連結会計年度から、連結納税制度からグループ通算制度を適用しており

ます。また、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　

2021年８月12日。）に従って、法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理並び

に開示を行っております。

 
(資産除去債務関係)

本社事務所の退去時における原状回復費用について、合理的に見積もった金額を資産除去債務として認識してお

りますが、当該債務の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

なお、資産除去債務の負債計上に代えて、敷金の回収が最終的に見込めないと認められる金額を合理的に見積

り、そのうち当連結会計年度の負担に属する金額を費用計上する方法によっております。
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(収益認識関係)

　（1）顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前連結会計年度(自　2021年12月１日　至　2022年11月30日)

当社グループは、アセットマネジメント事業とインベストメントバンク事業を営んでおり、主要な顧客との契約

から生じる収益を分解した情報は、以下の通りであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：百万円）

 

報告セグメント

合計

アセットマ

ネジメント

事業

インベストメントバンク

事業

不動産投資

等部門

証券投資等

部門

アセットマネジメント報酬（※1） 605 － － 605

プロパティマネジメント報酬（※2） 10 － － 10

販売用不動産等の売却 － 699 － 699

金融商品仲介手数料（※3） － － 10 10

その他（※4） － － － －

顧客との契約から生じる収益 616 699 10 1,326

その他の収益（※5） 215 42 101 359

外部顧客への売上高 831 742 111 1,686
 

※1　受託運用するファンド等の管理運用報酬になります。

※2　管理受託している物件の管理報酬になります。

※3　証券売買仲介手数料、保険代理手数料になります。

※4　太陽光発電所の売電収入になります。

※5　その他の収益には、企業会計基準第10号「金融商品に関する会計基準」に基づく保有有価証券の評価益・配

当等及び企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく賃貸収入等が含まれております。
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当連結会計年度(自　2022年12月１日　至　2023年11月30日)

当社グループは、アセットマネジメント事業とインベストメントバンク事業を営んでおり、主要な顧客との契約

から生じる収益を分解した情報は、以下の通りであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：百万円）

 

報告セグメント

合計

アセットマ

ネジメント

事業

インベストメントバンク

事業

不動産投資

等部門

証券投資等

部門

アセットマネジメント報酬（※1） 533 － － 533

プロパティマネジメント報酬（※2） 5 － － 5

販売用不動産等の売却 － 2,759 － 2,759

金融商品仲介手数料（※3） － － 7 7

その他（※4） － 109 － 109

顧客との契約から生じる収益 538 2,869 7 3,415

その他の収益（※5） 336 283 101 721

外部顧客への売上高 874 3,152 109 4,136
 

※1　受託運用するファンド等の管理運用報酬になります。

※2　管理受託している物件の管理報酬になります。

※3　証券売買仲介手数料、保険代理手数料になります。

※4　太陽光発電所の売電収入になります。

※5　その他の収益には、企業会計基準第10号「金融商品に関する会計基準」に基づく保有有価証券の評価益・配

当等及び企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく賃貸収入等が含まれております。

 
（２）顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　　「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項４.会計方針に関する事項（4）重要な収益及び費用の計上

基準」に記載の通りであります。
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（３）顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結会計年

度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関す

る情報

前連結会計年度(自　2021年12月１日　至　2022年11月30日)

　　①顧客との契約から生じた債権及び契約資産・契約負債の残高等

（単位：百万円）

 
当連結会計年度

期首残高 期末残高

顧客との契約から生じた債権   

　売掛金 20 47
 

　　　顧客との契約から生じた債権は連結貸借対照表において「売掛金」に含まれております。契約資産残高はあり

ません。

　　　契約負債は「前受収益及び契約負債」に含まれておりますが、残高に重要性が乏しく、重大な変動も発生して

いないため、記載を省略しております。また、過去の期間に充足（又は部分的に充足）した履行義務から、当連

結会計年度に認識した収益に重要性はありません。

　　②残存履行義務に配分した取引価格

個別の契約期間が１年を超える重要な取引を認識していないため、実務上の便法を適用し、残存履行義務に関

する情報は開示しておりません。また、顧客との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な

金額はありません。

 
当連結会計年度(自　2022年12月１日　至　2023年11月30日)

　　①顧客との契約から生じた債権及び契約資産・契約負債の残高等

（単位：百万円）

 
当連結会計年度

期首残高 期末残高

顧客との契約から生じた債権   

　売掛金 47 65

契約負債   

　前受収益及び契約負債 0 238
 

　　　顧客との契約から生じた債権は連結貸借対照表において「売掛金」に含まれております。契約資産残高はあり

ません。

　　　契約負債は連結貸借対照表において「前受収益及び契約負債」に含まれております。契約負債は主に車両リー

スバック事業に係る契約について、一定の支払条件に基づき顧客から受け取った前受金に関するものでありま

す。契約負債は、収益の認識に伴い取り崩されます。また、当連結会計年度に認識された収益の額のうち、期首

の契約負債残高に含まれていた金額は0百万円です。なお、当連結会計年度において、契約負債が238百万円増加

した主な理由は、トラックのリースバック需要拡大による車両リースバック事業に係る前受金の増加でありま

す。

　　②残存履行義務に配分した取引価格

個別の契約期間が１年を超える重要な取引を認識していないため、実務上の便法を適用し、残存履行義務に関

する情報は開示しておりません。また、顧客との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な

金額はありません。
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 (セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。し

たがって、当社グループは事業目的またはサービスの内容等が概ね類似している各個別事業を「アセットマネジメン

ト事業」と「インベストメントバンク事業」の２つに集約し、報告セグメントとしております。

各報告セグメントの主要な内容は、次の通りであります。

アセットマネジメント事業 --- 不動産・太陽光発電・証券・車両ファンド等の組成・管理・運用及び不動産等の受

託運用等

インベストメントバンク事業 --- 不動産物件、太陽光発電設備、新規事業等への投資、有価証券の売買

上場企業・未上場企業への投資、金融商品仲介業務、車両売買、車両リース業等

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。報告セグメントの利益は営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部売上

高又は振替高は第三者間取引価格に基づいております。

 
３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自　2021年12月１日　至　2022年11月30日)

  (単位：百万円)

 
アセット

マネジメント事業

インベストメントバンク事業

合計

不動産投資等部門 証券投資等部門

Ⅰ．売上高     

(1) 外部顧客に対する
売上高

831 742 111 1,686

(2) セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ － － －

計 831 742 111 1,686

セグメント利益 437 33 91 562

セグメント資産 1,372 2,634 159 4,166

Ⅱ．その他の項目     

減価償却費 2 － － 2

有形固定資産及び無形固
定資産の増加額(投資額)

－ － － －
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当連結会計年度(自　2022年12月１日　至　2023年11月30日)

  (単位：百万円)

 
アセット

マネジメント事業

インベストメントバンク事業

合計

不動産投資等部門 証券投資等部門

Ⅰ．売上高     

(1) 外部顧客に対する
売上高

874 3,152 109 4,136

(2) セグメント間の
内部売上高又は振替高

4 － － 4

計 879 3,152 109 4,141

セグメント利益 398 189 78 666

セグメント資産 1,184 3,084 148 4,418

Ⅱ．その他の項目     

減価償却費 0 － － 0

有形固定資産及び無形固
定資産の増加額(投資額)

－ － － －
 

 
４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

   

売上高 前連結会計年度(百万円) 当連結会計年度(百万円)

報告セグメント計 1,686 4,141

セグメント間取引消去 － △4

連結財務諸表の売上高 1,686 4,136
 

 

営業利益 前連結会計年度(百万円) 当連結会計年度(百万円)

報告セグメント計 562 666

セグメント間取引消去 3 3

全社費用(注) △282 △318

連結財務諸表の営業利益 283 350
 

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 
資産 前連結会計年度(百万円) 当連結会計年度(百万円)

報告セグメント計 4,166 4,418

全社資産(注) 418 1,252

連結財務諸表の資産合計 4,584 5,670
 

　(注)　全社資産は、主に当社グループの余資運用資金(現金及び預金)に係る資産等であります。
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その他の項目

報告セグメント計
(百万円)

調整額
(百万円)

連結財務諸表計上額
(百万円)

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 2 0 5 4 8 5

有形固定資産及び無形
固定資産の増加額(投資額)

－ － 4 2 4 2
 

 

【関連情報】

前連結会計年度(自 2021年12月１日 至 2022年11月30日)

１．製品及びサービスごとの情報

製品及びサービスごとの情報は「セグメント情報」に同様の記載をしているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90%を超えるため、記載を省略しております。

 
(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

   

顧客の名称又は氏名 売上高(百万円) 関連するセグメント名

ジャスパー・プロパティー特定目的
会社

476
アセットマネジメント事業及びイン
ベストメントバンク事業

植松商事㈱ 330
アセットマネジメント事業及びイン
ベストメントバンク事業

㈱平河町オートリース 320
アセットマネジメント事業及びイン
ベストメントバンク事業

 

 
当連結会計年度(自 2022年12月１日 至 2023年11月30日)

１．製品及びサービスごとの情報

製品及びサービスごとの情報は「セグメント情報」に同様の記載をしているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90%を超えるため、記載を省略しております。

 
(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。
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３．主要な顧客ごとの情報

   

顧客の名称又は氏名 売上高(百万円) 関連するセグメント名

㈱平河町オートリースベータ 485
アセットマネジメント事業及びイン
ベストメントバンク事業

㈱平河町オートリースガンマ 477
アセットマネジメント事業及びイン
ベストメントバンク事業

㈱麹町ファーストリース 443
アセットマネジメント事業及びイン
ベストメントバンク事業

 

 
【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

１．関連当事者との取引

(1) 連結財務諸表提出会社と関連当事者の取引

前連結会計年度(自　2021年12月１日　至　2022年11月30日)

該当事項はありません。

 

当連結会計年度(自　2022年12月１日　至　2023年11月30日)

該当事項はありません。

 
(2) 連結財務諸表提出会社の連結子会社と関連当事者との取引

前連結会計年度(自　2021年12月１日　至　2022年11月30日)

　該当事項はありません。

 
当連結会計年度(自　2022年12月１日　至　2023年11月30日)

　該当事項はありません。
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(開示対象特別目的会社関係)

(1) 開示対象特別目的会社の概要及び開示対象特別目的会社を利用した取引の概要

当社グループは、不動産ファンド事業において、民法上の任意組合契約に基づき、不動産ファンドを投資家

に提供しており、当該ファンドの仕組みの一環として、特別目的会社(任意組合)を利用しております。任意組

合は、投資家が、共同の事業として不動産を信託財産とする信託受益権を取得したうえで、当該不動産の保有

及び運用から生じる損益の分配を受ける目的で組成されております。当該不動産の賃貸損益、売却損益等は、

投資家に帰属します。なお、当社は業務執行組合員(理事長)として、当社子会社は適格機関投資家として、そ

れぞれ極少額の金銭出資を行っております。また、当社は業務執行組合員(理事長)として、任意組合契約に従

い報酬を得ております。

なお、当連結会計年度における直近の財政状態は以下のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2022年11月30日)

当連結会計年度
(2023年11月30日)

特別目的会社数 2社 2社

直近の決算日における資産総額(単純合算) 1,381百万円 1,388百万円

負債総額(単純合算) 11百万円 10百万円
 

 
(2) 開示対象特別目的会社との取引金額等

前連結会計年度(自　2021年12月１日　至　2022年11月30日)

取引の概要 主な取引の金額(百万円)

主な損益

項目 金額(百万円)

出資金の払込額(注１) ― 売上高 0

その他の報酬 1 売上高 1

理事長報酬(注２) 4 売上高 4
 

(注１)　任意組合への出資額を連結貸借対照表の「営業投資有価証券」に計上しております。当連結会計年

度末現在、出資金の残高は20百万円であります。また、出資金に係る分配益は、売上高に計上して

おります。

(注２)　任意組合契約に基づく理事長報酬を計上しております。

 
当連結会計年度(自　2022年12月１日　至　2023年11月30日) 

取引の概要 主な取引の金額(百万円)

主な損益

項目 金額(百万円)

出資金の払込額(注１) ― 売上高 0

その他の報酬 0 売上高 0

理事長報酬(注２) 4 売上高 4
 

　　　　（注）１．「出資金の払込額」は、任意組合への出資額を連結貸借対照表の「営業投資有価証券」に計上し

ております。当連結会計年度末現在、出資金の残高は20百万円であります。

　　　　（注）２．「理事長報酬」は、任意組合契約に基づく理事長報酬を計上しております。

　　　　（注）３．出資金に係る分配益は、売上高に計上しております。

　　　　（注）４．当連結会計年度末における開示対象特別目的会社数は２組合であります。
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(１株当たり情報)

 

 
前連結会計年度

(自　2021年12月１日
　至　2022年11月30日)

当連結会計年度
(自　2022年12月１日
　至　2023年11月30日)

１株当たり純資産額 70.69円 75.53円

１株当たり当期純利益 6.04円 4.86円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

6.00円 －円
 

(注)1.当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たりの当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

　　2.１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下の通りであります。
 

 
前連結会計年度

(自　2021年12月１日
　至　2022年11月30日)

当連結会計年度
(自　2022年12月１日
　至　2023年11月30日)

(1) １株当たり当期純利益   

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 227 183

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
(百万円)

227 183

期中平均株式数(株) 37,646,448 37,662,379

   

(2) 潜在株式調整後１株当たり当期純利益   

親会社株主に帰属する当期純利益調整額(百万円) － －

普通株式増加数(株) 260,821 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後
１株当たり当期純利益の算定に含めなかった
潜在株式の概要

－ －
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⑤ 【連結附属明細表】

【社債明細表】

会社名 銘柄 発行年月日
当期首残高
（百万円）

当期末残高
（百万円）

利率
（％）

担保 償還期限

㈱ファンドクリエー
ショングループ

第５回無担
保普通社債

2023年
４月27日

―
300

 （300）
2.00 無担保

 2025年
 ４月26日

合計 ― ― ―
 300

 （300）
2.00 ― ―

 

(注)1.「当期末残高」欄の（内書）は１年内償還予定の金額であります。

　　2.連結決算日後５年内における１年ごとの償還予定額の総額

１年以内
(百万円)

１年超２年以内
(百万円)

２年超３年以内
(百万円)

３年超４年以内
(百万円)

４年超５年以内
(百万円)

300 ― ― ― ―
 

　　※2023年12月に償還済。

 
【借入金等明細表】

区分
当期首残高
(百万円)

当期末残高
(百万円)

平均利率(％) 返済期限

短期借入金 1,130 519 3.24 －

１年以内に返済予定の長期借入金 34 153 2.41 －

長期借入金(１年以内に返済予定
のものを除く。)

492 1,217 3.80
　　   2024年から

　　2026年

計 1,658 1,891 － －
 

(注) １．平均利率については、期末借入金残高に対する利率を記載しております。

２．長期借入金(１年以内に返済予定のものを除く。)の連結決算日後５年内における１年ごとの返済予定額の総

額

区分
１年超２年以内

(百万円)
２年超３年以内

(百万円)
３年超４年以内

(百万円)
４年超５年以内

(百万円)

長期借入金 1,198 19 － －
 

　

【資産除去債務明細表】

当連結会計年度期首及び当連結会計年度末における資産除去債務の金額が、当連結会計年度期首及び当連結

会計年度末における負債及び純資産の合計額の100分の1以下であるため記載を省略しております。

 

EDINET提出書類

株式会社ファンドクリエーショングループ(E22612)

有価証券報告書

 88/108



(2) 【その他】

当連結会計年度における四半期情報等

(累計期間) 第１四半期 第２四半期 第３四半期 当連結会計年度

売上高 (百万円) 480 1,279 3,272 4,136

税金等調整前四半期（当期）純利益又
は税金等調整前四半期純損失(△)

(百万円) △40 28 228 298

親会社株主に帰属する四半期（当期）
純利益又は親会社株主に帰属する四半
期純損失(△)

(百万円) △47 10 149 183

１株当たり四半期（当期）純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)

(円) △1.27 0.27 3.98 4.86
 

　

(会計期間) 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

１株当たり四半期純利益又は１株当た
り四半期純損失(△)

(円) △1.27 1.55 3.70 0.88
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２ 【財務諸表等】

(1) 【財務諸表】

① 【貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前事業年度

(2022年11月30日)
当事業年度

(2023年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 62 259

  売掛金 1 1

  未収入金 ※１  145 ※１  44

  営業投資有価証券 10 10

  前払費用 6 7

  関係会社短期貸付金 525 765

  その他 4 3

  流動資産合計 756 1,091

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 2 2

   工具、器具及び備品 1 1

   有形固定資産合計 4 3

  無形固定資産   

   その他 4 3

   無形固定資産合計 4 3

  投資その他の資産   

   関係会社株式 1,769 1,769

   出資金 5 5

   関係会社長期貸付金 55 58

   敷金及び保証金 33 33

   繰延税金資産 0 －

   貸倒引当金 △51 △53

   投資その他の資産合計 1,812 1,813

  固定資産合計 1,821 1,819

 資産合計 2,577 2,911
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           (単位：百万円)

          
前事業年度

(2022年11月30日)
当事業年度

(2023年11月30日)

負債の部   

 流動負債   

  短期借入金 ※１  218 ※１  160

  1年内返済予定の長期借入金 15 93

  賞与引当金 7 3

  役員賞与引当金 － 9

  短期社債 － 300

  未払金 ※１  98 ※１  1

  未払費用 ※１  0 ※１  3

  未払法人税等 3 0

  その他 0 0

  流動負債合計 344 572

 固定負債   

  長期借入金 － 92

  繰延税金負債 － 0

  長期預り敷金 ※１  29 ※１  29

  その他 1 1

  固定負債合計 31 124

 負債合計 375 696

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,179 1,180

  資本剰余金   

   資本準備金 179 180

   その他資本剰余金 478 478

   資本剰余金合計 658 659

  利益剰余金   

   利益準備金 29 33

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 334 342

   利益剰余金合計 364 375

  自己株式 △1 △1

  株主資本合計 2,202 2,214

 純資産合計 2,202 2,214

負債純資産合計 2,577 2,911
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② 【損益計算書】

           (単位：百万円)

          前事業年度
(自 2021年12月１日
　至 2022年11月30日)

当事業年度
(自 2022年12月１日
　至 2023年11月30日)

営業収益   

 営業収益 ※２  156 ※２  190

営業総利益 156 190

販売費及び一般管理費 ※１,※２  147 ※１,※２  171

営業利益 8 19

営業外収益   

 受取利息 ※２  7 ※２  9

 受取配当金 0 0

 その他 ※２  1 ※２  1

 営業外収益合計 8 10

営業外費用   

 支払利息 4 8

 資金調達費用 － 1

 貸倒引当金繰入額 － 2

 営業外費用合計 4 12

経常利益 13 17

特別損失   

 その他 0 －

 特別損失合計 0 －

税引前当期純利益 13 17

法人税、住民税及び事業税 △43 △32

法人税等調整額 △0 1

法人税等合計 △43 △31

当期純利益 56 48
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③ 【株主資本等変動計算書】

前事業年度(自　2021年12月１日　至　2022年11月30日)

 (単位：百万円)

 

株主資本

新株予約

権

純資産合

計資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本

合計資本準備

金

その他資

本

剰余金

資本剰余

金

合計

利益準備

金

その他利

益

剰余金

利益剰余

金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 1,179 179 478 657 26 319 345 △1 2,181 3 2,185

当期変動額            

新株の発行 0 0  0     1  1

剰余金の配当     3 △41 △37  △37  △37

当期純利益      56 56  56  56

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
         △3 △3

当期変動額合計 0 0 － 0 3 15 19 － 20 △3 16

当期末残高 1,179 179 478 658 29 334 364 △1 2,202 － 2,202
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当事業年度(自　2022年12月１日　至　2023年11月30日)

 (単位：百万円)

 

株主資本

新株予約

権

純資産合

計資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本

合計資本準備

金

その他資

本

剰余金

資本剰余

金

合計

利益準備

金

その他利

益

剰余金

利益剰余

金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 1,179 179 478 658 29 334 364 △1 2,202 － 2,202

当期変動額            

新株の発行 0 0  0     1  1

剰余金の配当     3 △41 △37  △37  △37

当期純利益      48 48  48  48

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
         － －

当期変動額合計 0 0 － 0 3 7 11 － 12 － 12

当期末残高 1,180 180 478 659 33 342 375 △1 2,214 － 2,214
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１．有価証券の評価基準及び評価方法

イ．子会社株式及び関連会社株式

移動平均法に基づく原価法

ロ．その他有価証券(営業投資有価証券を含む)

①　市場価格のない株式等以外のもの

時価法

評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定しております。

②　市場価格のない株式等

移動平均法に基づく原価法

金融商品取引法第２条第２項により有価証券とみなされるものについては、入手可能な最近の決算書を基礎

とし、持分相当額を純額で取り込む方法によっております。

 

２．固定資産の減価償却の方法

イ．有形固定資産

定率法を採用しております。

ただし、建物(建物附属設備を除く)、2016年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物については定額

法によっております。

なお、主な耐用年数は以下の通りであります。

建物及び構築物　　　 ６～24年

工具、器具及び備品　　５～15年

ロ．無形固定資産

ソフトウエア

自社利用のソフトウエアについては、社内における使用可能期間(５年)に基づく定額法によっております。

 

３．引当金の計上基準

　イ.　貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

　ロ.　賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込み額に基づき当事業年度に見合う分を計上してお

ります。

　ハ.　役員賞与引当金

役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込み額に基づき当事業年度に見合う分を計上しており

ます。

 
４.重要な収益及び費用の計上基準

当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足す

る通常の時点（収益を認識する通常の時点）は、以下の通りであります。

また、約束した対価の金額は、概ね１年以内に受領しており、重要な金融要素は含まれておりません。

　イ．配当収入

当社の子会社からの受取配当金については、配当金の効力発生日をもって認識しております。配当金収入につ

いては、「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日　企業会計基準委員会）等の範

囲に含まれる金融商品に係る取引であるため、顧客との契約から生じる収益の対象外となります。

ロ. 資産運用管理

ファンドの組成・運用・管理を行っております。

顧客との契約に基づき、資産の運用・管理では一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、契約書に

基づく当該時点において収益を認識しております。
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５．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

グループ通算制度の適用

グループ通算制度を適用しております。

 
(会計方針の変更）

(時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用)

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定め

る経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用すること

といたしました。なお、財務諸表に与える影響はありません。
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(貸借対照表関係)

※１．関係会社項目

関係会社に対する資産及び負債には区分掲記されたもののほか次のものがあります。

 

 
前事業年度

(2022年11月30日)
当事業年度

(2023年11月30日)

短期金銭債権 101百万円 24百万円

短期金銭債務 233 40 

長期金銭債務 29 29 
 

 

　２. 偶発債務

　　　次の関係会社の金融機関等からの借入金に対して、次のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

（2022年11月30日）
当連結会計年度

 （2023年11月30日）

ソーラーパワーファンド株式会社 －百万円 199百万円

     
 

 
(損益計算書関係)

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額並びにおおよその割合は次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(自　2021年12月１日
至　2022年11月30日)

当事業年度
(自　2022年12月１日
至　2023年11月30日)

役員報酬 34百万円 37百万円

出向者給与 13 9 

賞与引当金繰入額 7 3 

役員賞与引当金繰入額 － 9 

支払手数料 65 70 

割合     

販売費 －％ 8.02％

一般管理費 100％ 91.98％
 

 

※２．関係会社との取引高

 

 
前事業年度

(自　2021年12月１日
至　2022年11月30日)

当事業年度
(自　2022年12月１日
至　2023年11月30日)

営業取引による取引高     

営業収益 140百万円 150百万円

営業費用 15 14 

営業取引以外の取引による取引高 11 13 
 

 

 
 

(有価証券関係)

前事業年度(2022年11月30日)

子会社株式及び関連会社株式（当事業年度の貸借対照表計上額1,769百万円）は、市場価格のない株式等のた

め、子会社株式及び関連会社株式の時価を記載しておりません。

 

当事業年度(2023年11月30日)

子会社株式（当事業年度の貸借対照表計上額1,769百万円）は、市場価格のない株式等のため、子会社株式の時

価を記載しておりません。
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(税効果会計関係)

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 

 
前事業年度

(2022年11月30日)
 

当事業年度
(2023年11月30日)

繰延税金資産      

　税務上の繰越欠損金 16百万円  27百万円

　貸倒引当金繰入額否認 15  16 

　子会社株式評価損否認 3  3 

　その他 2  1 

繰延税金資産小計 37  47 

評価性引当額 △36  △47 

繰延税金資産合計 1  0 

繰延税金負債      

 譲渡損益調整資産 △0  △0 

繰延税金負債合計 △0  △0 

繰延税金資産及び繰延税金負債の純額 0  △0 
 

 
２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となった

主要な項目別の内訳

 

 
前事業年度

(2022年11月30日)
 

当事業年度
(2023年11月30日)

法定実効税率 30.62％  30.62％

(調整)      

　評価性引当額の増減 49.28  63.53 

　受取配当金益金不算入 △321.30  △263.11 

　交際費等永久差異 36.28  48.56 

　住民税均等割 7.12  5.44 

　税率差異 △0.02  0.01 

　源泉税 △119.37  △60.11 

　その他 △7.68  △5.04 

税効果会計適用後の法人税等の負担率 △325.07  △180.10 
 

 
３．法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理

　　当社は、当事業年度から、連結納税制度からグループ通算制度を適用しております。また、「グループ通算制度を

適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。）に従って、法人税及

び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理並びに開示を行っております。

 
(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報については、「注記事項（重要な会計方針）４.重

要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。
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④ 【附属明細表】

【有形固定資産等明細表】

 

資産の種類
当期首残高
(百万円)

当期増加額
(百万円)

当期減少額
(百万円)

当期償却額
(百万円)

当期末残高
(百万円)

減価償却
累計額
(百万円)

有形固定資産       

  建物及び構築物 2 － － 0 2 11

  工具、器具及び備品 1 － － 0 1 6

有形固定資産計 4 － － 1 3 17

無形固定資産       

 ソフトウエア 4 － － 1 3 2

無形固定資産計 4 － － 1 3 2
 

 

【引当金明細表】

 

科目
当期首残高
(百万円)

当期増加額
(百万円)

当期減少額
(目的使用)
(百万円)

当期減少額
(その他)
(百万円)

当期末残高
(百万円)

貸倒引当金 51 2 － － 53

賞与引当金 7 3 7 － 3

役員賞与引当金 － 9 － － 9
 

 

(2) 【主な資産及び負債の内容】

連結財務諸表を作成しているため、記載を省略しております。

 

(3) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】

 

事業年度 12月１日から11月30日まで

定時株主総会 毎年２月

基準日 11月30日

剰余金の配当の基準日
５月31日
11月30日

１単元の株式数 100株

単元未満株式の買取り  

　　取扱場所
(特別口座)
東京都千代田区丸の内一丁目４番１号　三井住友信託銀行株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　証券代行部

　　株主名簿管理人
(特別口座)
東京都千代田区丸の内一丁目４番１号　三井住友信託銀行株式会社

　　取次所 ―

　　買取手数料 株式の売買の委託に係る手数料相当額として別途定める金額

公告掲載方法
電子公告の方法により行う。ただし、やむを得ない事由により電子公告による公告を
することができない場合は、日本経済新聞に掲載して行う。
公告掲載ＵＲＬ：http://www.fc-group.co.jp/

株主に対する特典 該当事項はありません。
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第７ 【提出会社の参考情報】

 

１ 【提出会社の親会社等の情報】

当社は、親会社等はありません。

 

２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

 

(1) 有価証券報告書及びその添付書類並びに確認書

事業年度　第14期(自　2021年12月１日　至　2022年11月30日)　2023年２月27日関東財務局長に提出

 
(2) 内部統制報告書及びその添付書類

2023年２月27日関東財務局長に提出

　

(3) 四半期報告書及び確認書

第15期第１四半期(自　2022年12月１日　至　2023年２月28日)　2023年４月14日関東財務局長に提出

第15期第２四半期(自　2023年３月１日　至　2023年５月31日)　2023年７月14日関東財務局長に提出

第15期第３四半期(自　2023年６月１日　至　2023年８月31日)　2023年10月13日関東財務局長に提出

 
(4) 臨時報告書

金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基づ

く臨時報告書であります。2023年３月１日関東財務局長に提出

 

EDINET提出書類

株式会社ファンドクリエーショングループ(E22612)

有価証券報告書

101/108



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書
 

 

 

2024年２月28日

株式会社ファンドクリエーショングループ

取締役会　御中

　

太陽有限責任監査法人

　大阪事務所
 

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 齋　　藤　　　 　　哲 ㊞
 

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 髙　　田　　　充　　規 ㊞
 

 

＜財務諸表監査＞

監査意見

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社ファンドクリエーショングループの2022年12月１日から2023年11月30日までの連結会計年度の連結財務諸

表、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッ

シュ・フロー計算書、連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表について監

査を行った。

　当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株

式会社ファンドクリエーショングループ及び連結子会社の2023年11月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する

連結会計年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認め

る。

 

監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準におけ

る当監査法人の責任は、「連結財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国におけ

る職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責

任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 
監査上の主要な検討事項

　監査上の主要な検討事項とは、当連結会計年度の連結財務諸表の監査において、監査人が職業的専門家として特に重

要であると判断した事項である。監査上の主要な検討事項は、連結財務諸表全体に対する監査の実施過程及び監査意見

の形成において対応した事項であり、当監査法人は、当該事項に対して個別に意見を表明するものではない。
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MM２合同会社（民泊等宿泊事業ファンド１号）に対する貸付金の評価の妥当性

監査上の主要な検討事項の
内容及び決定理由

監査上の対応

(重要な会計上の見積り)の注記に記載されているとお
り、会社の連結子会社である株式会社ファンドクリエー
ションはMM２合同会社に対して145百万円を融資し、同
額を連結財務諸表に長期貸付金として計上している。
MM２合同会社は、株式会社ファンドクリエーションが

アセットマネジメント業務を受託している、民泊等宿泊
事業を営む事業型ファンドである。
新型コロナウイルス感染症による経済活動停滞の影響

等によりMM２合同会社の財政状態は悪化していた。株式
会社ファンドクリエーションは、MM２合同会社が策定し
た事業計画に、インバウンド需要の民泊等宿泊事業への
影響等を加味して将来キャッシュ・フローを見積り、同
社に対する貸付金の回収可能性を検討している。
MM２合同会社に対する貸付金の回収可能性の検討にお

ける、将来キャッシュ・フローの見積りに当たっては、
インバウンド需要を踏まえたADR（平均客室単価）及び
稼働率が重要な要素であり、それは株式会社ファンドク
リエーションの経営者の仮定や判断が大きく影響する。
また、貸付金の一部又は全額を回収できないと判断した
場合は、会社グループの業績に重要な影響を及ぼすこと
が考えられる。以上から、当監査法人はMM２合同会社に
対する貸付金の評価の妥当性を、監査上の主要な検討事
項に該当すると判断した。

当監査法人は、MM２合同会社に対する貸付金の評価の
妥当性を検討するため、主として以下の監査手続を実施
した。
 

・　貸付金の評価に関する内部統制の整備状況を評価し
た。評価した内部統制には、キャッシュ・フローの
見積りに係る社内の査閲や承認手続を含んでいる。

・　見積られたキャッシュ・フローについて、会社の取
締役会に提出された報告資料と整合していることを
検証した。

・　見積られたキャッシュ・フローについて、以下の監
査手続を実施して、その合理性を検討した。
・　過年度にMM２合同会社に対する貸付金の評価に

当たって、株式会社ファンドクリエーションが
見積ったMM２合同会社のキャッシュ・フローと
実績の比較分析を行い、見積りの精度を評価し
た。

・　インバウンド需要を踏まえたADR及び稼働率の
合理性について、会社の経営者と議論を行っ
た。

・　インバウンド需要を踏まえたADR及び稼働率に
ついて、公表されている観光庁やホテル業界関
連の各種統計情報及び新型コロナウイルス感染
症発生前の実績との比較を行った。

 

 

その他の記載内容

　その他の記載内容は、有価証券報告書に含まれる情報のうち、連結財務諸表及び財務諸表並びにこれらの監査報告書

以外の情報である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責

任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

　当監査法人の連結財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の

記載内容に対して意見を表明するものではない。

　連結財務諸表監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内

容と連結財務諸表又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そ

のような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告

することが求められている。

　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

 
連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結財務諸表を作成し適正

に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結財務諸表を作成し適正に表示するた

めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結財務諸表を作成することが適切であるか

どうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示

する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

EDINET提出書類

株式会社ファンドクリエーショングループ(E22612)

有価証券報告書

104/108



 

連結財務諸表監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表

示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明

することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結財務諸表の利

用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家と

しての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手

続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適

切な監査証拠を入手する。

・　連結財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク

評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性

及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に

基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどう

か結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結財務諸表の注

記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、連結財務

諸表に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査

証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

るかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに連結財務諸表が基礎と

なる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結財務諸表に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠

を入手する。監査人は、連結財務諸表の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制

の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会と協議した事項のうち、当連結会計年度の連結財務諸表の監査で特に重要であると判

断した事項を監査上の主要な検討事項と決定し、監査報告書において記載する。ただし、法令等により当該事項の公表

が禁止されている場合や、極めて限定的ではあるが、監査報告書において報告することにより生じる不利益が公共の利

益を上回ると合理的に見込まれるため、監査人が報告すべきでないと判断した場合は、当該事項を記載しない。
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＜内部統制監査＞

監査意見

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、株式会社ファンドクリエー

ショングループの2023年11月30日現在の内部統制報告書について監査を行った。

　当監査法人は、株式会社ファンドクリエーショングループが2023年11月30日現在の財務報告に係る内部統制は有効で

あると表示した上記の内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価

の基準に準拠して、財務報告に係る内部統制の評価結果について、全ての重要な点において適正に表示しているものと

認める。

 
監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に準拠して内部統

制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準における当監査法人の責任は、「内部統制監査における監査人

の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から

独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十

分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 
内部統制報告書に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告

に係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示することにある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告に係る内部統制の整備及び運用状況を監視、検証することにある。

　なお、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があ

る。

 
内部統制監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した内部統制監査に基づいて、内部統制報告書に重要な虚偽表示がないかどうかにつ

いて合理的な保証を得て、内部統制監査報告書において独立の立場から内部統制報告書に対する意見を表明することに

ある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に従って、監査の過程

を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果について監査証拠を入手するための監査手続を実施

する。内部統制監査の監査手続は、監査人の判断により、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性に基づいて選択及

び適用される。

・　財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評価結果について経営者が行った記載を含め、全体としての

内部統制報告書の表示を検討する。

・　内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果に関する十分かつ適切な監査証拠を入手する。監査

人は、内部統制報告書の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して

責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した内部統制監査の範囲とその実施時期、内部統制監査の実施結果、

識別した内部統制の開示すべき重要な不備、その是正結果、及び内部統制の監査の基準で求められているその他の事項

について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 
 
※１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券報告書提出会社)

が別途保管しております。

２．XBRLデータは監査の対象には含まれていません。
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独立監査人の監査報告書
 

 

　

2024年２月28日

株式会社ファンドクリエーショングループ

取締役会　御中

　
太陽有限責任監査法人
　大阪事務所

 

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 齋　　藤　　 　　　哲 ㊞
 

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 髙　　田　　　充　　規 ㊞
 

　

監査意見

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社ファンドクリエーショングループの2022年12月１日から2023年11月30日までの第15期事業年度の財務諸

表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表につ

いて監査を行った。

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会

社ファンドクリエーショングループの2023年11月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績

を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 
監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準におけ

る当監査法人の責任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職

業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 
監査上の主要な検討事項

　監査上の主要な検討事項とは、当事業年度の財務諸表の監査において、監査人が職業的専門家として特に重要である

と判断した事項である。監査上の主要な検討事項は、財務諸表全体に対する監査の実施過程及び監査意見の形成におい

て対応した事項であり、当監査法人は、当該事項に対して個別に意見を表明するものではない。

　当監査法人は、監査報告書において報告すべき監査上の主要な検討事項はないと判断している。

 
その他の記載内容

　その他の記載内容は、有価証券報告書に含まれる情報のうち、連結財務諸表及び財務諸表並びにこれらの監査報告書

以外の情報である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責

任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

　当監査法人の財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載

内容に対して意見を表明するものではない。

　財務諸表監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と

財務諸表又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような

重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告

することが求められている。

　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営

者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成することが適切であるかどうかを

評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要

がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
財務諸表監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表示が

ないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から財務諸表に対する意見を表明すること

にある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の意思決

定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家と

しての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手

続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適

切な監査証拠を入手する。

・　財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価

の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性

及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ

き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結

論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において財務諸表の注記事項に

注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表の注記事項が適切でない場合は、財務諸表に対して除外

事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいてい

るが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているか

どうかとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並びに財務諸表が基礎となる取引や会

計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制

の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会と協議した事項のうち、当事業年度の財務諸表の監査で特に重要であると判断した事

項を監査上の主要な検討事項と決定し、監査報告書において記載する。ただし、法令等により当該事項の公表が禁止さ

れている場合や、極めて限定的ではあるが、監査報告書において報告することにより生じる不利益が公共の利益を上回

ると合理的に見込まれるため、監査人が報告すべきでないと判断した場合は、当該事項を記載しない。

 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 
 
※１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券報告書提出会社)

が別途保管しております。

２．XBRLデータは監査の対象には含まれていません。
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